
王
畿
の

「一

念
」
の
思
想

|

|
王
畿
良
知
心
学
原
論
〆'目、、

一
、、戸〆

小
路
口

-.::t応、

州心、

良
心
は
、

ひ
た
す
ら
不
断
に
沈
黙
と
い
う
様
態
に
お
い
て
語
る
。

(
ハ
イ
デ
ガ

l
)

は
じ
め
に
|
|
陸
九
淵
か
ら
王
畿
ヘ

筆
者
は
、
か
つ
て
、
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
四
に
見
え
る
、
朱
喜
…
に
よ
る
、
陸
九
淵
の
「
当
下
便
是
」
説
批
判
の
発
言
に
導
か
れ
、
陸

九
淵
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
直
す
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
「
当
下
便
是
」
説
の
真
意
を
探
り
、
む
し
ろ
、
そ
こ
に
こ
そ
、
陸
九
淵
心
学
の
本

領
が
あ
る
と
考
え
、
陸
九
淵
の
「
心
学
」
思
想
を
「
〈
即
今
自
立
〉
の
哲
学
」
と
捉
え
直
す
論
孜
を
発
表
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
既
に
、

拙
著

『
「
即
今
自
立
」
の
哲
学
」
(
研
文
出
版

二
O
O
六
)
に
ま
と
め
て
、
上
梓
し
た
の
で
、
詳
細
は
、
そ
れ
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

こ
の
陸
九
淵
の
「
即
今
自
立
」
の
思
想
を
、
師
の
王
守
仁
の
「
良
知
」
の
思
想
を
通
し
て
、

更
に
、
原
理
的
に
突
き
詰
め
、
か
っ
、
哲

学
的
に
深
化
・
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
が
、
王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想
で
あ
る
。
良
知
心
学
は
、
ま
さ
に
、
陸
九
淵
の
「
当
下
便
是
」
説

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

七
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を
、
そ
の
萌
芽
と
し
、
王
守
仁
の
「
良
知
」
の
思
想
に
よ
っ
て
開
花
し
、
更
に
、
王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想
に
よ
っ
て
結
実
し
た
、
と
言

え
よ
う
。

〔*】

以
下
、
王
畿
の
テ
キ
ス
ト
の
精
読
を
通
し
て
、
良
知
心
学
の
精
髄
と
し
て
の
、
王
畿
の

「
一
念
」
の
思
想
の
哲
学
的
意
義
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。

*
本
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
呉
震
編
校
整
理

『王
畿
集
』
(
鳳
風
出
版
社

二
O
O
七
)
を
底
本
と
し
て
使
用
し
、
引
用
、
及
び
、
そ

の
巻
数
・
頁
数
は
同
書
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
、
句
読
点
は
適
宜
改
め
た
。
な
お
、

『龍
渓
舎
語
』
に
つ
い
て
は
、
明
寓
暦
四
年
刊
本

『龍
渓
王
先
生
舎
語
』
の
景
印
本
(
稲
葉
本
)
を
使
用
し
た
。

一一-，

= 寸一
」一

の
現
場
と
し
て
の
ーー「

一
〆会、
沼、
L-

先
ず
は
、
陸
九
淵
の
「
当
下
便
是
」
説
を
想
起
さ
せ
る
、
「
当
下
一
念
」
と
い
う
語
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

の
哲
学
的
意
義
を
読
み
解
い
て
い
く
作
業
の
最
初
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

千
年
来
、
聖
人
の
学
に
は
、
他
で
も
な
い
、
[
取
り
組
む
べ
き
対
象
と
し
て
]
当
下
の

一
念
が
有
る
だ
け
だ
。
こ
の

一
念
が
確
固
不

動
〔
凝
寂
〕

で
、
完
全
無
欠
〔
国
明
〕
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
、
聖
(
本
来
の
自
己
)
に
分
け
入
っ
て
ゆ
く
た
め
の
真
正
な
る
根
っ
こ

ケ

ア

と
な
る
。
常
に
、
こ
の
一
念
を
保
守
し
、
動
い
て
い
る
時
も
、
静
か
な
時
も
、
そ
こ
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
こ
そ
が
、
[
天
徳
の
良
知

あ

あ

つ

あ

き

を
]
絶
え
ま
な
く
輝
か
せ
続
け
る
(
原
文
「
絹
照
」
。
も
と
『
詩
経
』
大
雅
文
王
篇
に
見
え
る
語
。
「
穆
穆
た
る
文
王
、
於
絹
ぎ
照
ら



つ
つ
し

か
に
し
て
敬
め
り
こ

「詩
集
伝
』
に
、
「
緯
、
縫
綾
也
。
阻
…
、
光
明
也
」
と
あ
る
。『大山晶子』

に
も
引
く
。
)
、
真
正
な
る
一
つ
の
筋
道

で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
、
巧
妙
な
や
り
方
は
無
い
。

千
古
聖
率
、
只
有
嘗
下
一
念
。

此
念
凝
寂
園
明
、
便
是
入
聖
真
根
子
。
時
時
保
守
此
一
念
、
動
静
弗
離
、
便
是
絹
照
真
脈
路
、
更

無
巧
法
。
(
「
書
査
子
警
巻」

『王
畿
集
』
巻
十
六

四
七
八
頁
)

*
訳
文
中
の

]
は
補
訳
を
、
(

)
は
直
前
の
語
の
解

説
・
簡
注
を
、
〔

〕
は
直
前
の
語
の
原
文
を
示
す
。
以
下
、
同
じ
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
当
下
」
の
一
語
に
つ
い
て
は
、
陸
九
淵
の
「
当
下
便
是
」
説
に
即
し
て
、
朱
嘉
の
用
例
を
参
照
し
な
が
ら
、

詳
細
に
吟
味
し
た
こ
と
が
あ
る

(『「
即
今
自
立
」
の
哲
学
』

二
七
七
頁
を
参
照
)
。
詳
細
は
、
そ
れ
に
譲
る
が
、
こ
こ
に
所
謂
「
当
下
一
念
」

と
は
、
要
す
る
に
、
他
者
と
の
感
応
の
場
に
お
い
て
、
「
良
知
」
の
一
念
が
、
「
当
下
」
、
す
な
わ
ち
、
ま
さ
し
く
、
今
l

こ
こ
に
現
出
し

た
、
そ
の
一
剃
那
を
意
味
す
る
言
葉
H

概
念
で
あ
る
。
こ
の
「
一
念
」
は
、
も
と
よ
り
、
「
良
知
」
本
体
の
自
ず
か
ら
な
る
現
出
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

「
一
念
」
の
現
出
に
は
、
原
理
的
に
は
、
不
善
は
有
り
得
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
善
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

こ
の
「
一
念
」
の
発
動
が
、
何
も
の
か
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
る
か
、
蔽
わ
れ
る
か
し
て
、
そ
の
自
ず
か
ら
な
る
現
出
が
阻
害
さ
れ
て
い
る

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
良
知
の
自
ず
か
ら
な
る
現
出
を
歪
曲
・
隠
蔽
し
、
阻
害
し
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
、
他
で
も
な
い
、
「
欲
望
」
と

「
意
見
」
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
、
良
知
の
自
ず
か
ら
な
る
現
出
を
歪
曲

・
隠
蔽
す
る
阻
害
要
因
で
あ
る
、

一
切
の
後
天
的
な
、

す
な
わ
ち
、
「
躯
殻
(
肉
体
)
」
に
起
因
す
る
「
欲
望
」
や
「
意
見
」
の
混
入
を
、
こ
と
ご
と
く
排
除
し
、
完
全
無
欠
、
純
粋
無
雑
な
る
良

知
本
来
の
あ
る
が
ま
ま
の
現
出
を
取
り
戻
し
、
そ
の
本
来
の
姿
に
戻
し
て
や
る
こ
と
が
、
「
聖
学
」
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
、
こ
の

「
一
念
」

そ
の
た
め
に
は
、
常
に
、
こ
の
「
一
念
」
の
動
き
を
謹
み
(
「
慎
独
」
)
、
静
か
な
時
も
、
動
い
て
い
る
時
も
、
す
な
わ
ち
、
仕
事
の
有
る

ケ

ア

へ
の
保
守
点
検
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
怠
る
こ
と
な
く
、
そ
の
良
知
本
来
の
輝
き
を
保
持

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

九
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し
続
け
る
(
「
縞
照
」
)
こ
と
こ
そ
、
「
学
ぶ
」
者
に
と
っ
て
、
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
所
謂
「
縄
問
…
の
学
」
で
あ
る
。

本
ま
た
、
次
の
発
一吉一回
も
参
照
。
「
師
門
所
倖
皐
旨
、
至
易
至
筒
、
賞
下
具
足、

持
、
不
矯
世
情
略
欲
所
昏
援
、
不
篤
才
名
護
術
所
侵
奪
、
使
固
定
絹
照
之
内
晶子。
」
(
「
奥
莫
廷
韓
」

『王
畿
集
』
巻
十
二

一
念
自
反
、
即
得
本
心
、
可
以
超
凡
入
聖
。

一
念
霊
明
、
時
時
保

三
三
五
頁
)

そ
の
意
味
で
、
「
学
ぶ
」
者
に
と
っ
て
、
本
当
に
向
き
合
い
、
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
と
は
、
他
者
と
の
感
応
の
場
に
お
い
て
、

今
、
ま
さ
に
「
良
知
」
が
現
出
し
た
、
こ
の
瞬
間
に
お
け
る
、
内
心
の
事
実
(
「
独
知
」
。
こ
れ
に
関
し
て
は
後
述
)
と
し
て
の
「
当
下
の
一

念
」
を
措
い
て
他
に
は
な
い
、
と
王
畿
は
言
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
一
念
」
の
現
出
は
、
あ
く
ま
で
内
心
の
事
実
と
し
て
、
極
め
て
隠
微
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
一
念
の
微
」
と
呼

ば
れ
た
。

『大内
晶子』

の
要
は
、
「
意
を
誠
に
す
る
」
に
在
り
。
其
の
機
は
、

eb
'と

一
念
の
微
に
原
づ
く
。

『大島ナ
』
之
要
、
在
於
誠
意
。
其
機
原
於
一
念
之
微
。
(「
竹
堂
命
日
語
」
『
王
畿
集
』
巻
五

一O
九
頁
)

「
誠
意
」
を
『
大
学
」
の
八
条
目
の
う
ち
の
「
要
」
と
す
る
見
方
は
、
既
に
、
王
守
仁
に
も
見
ら
れ
る
。
「
大
学
古
本
序
」
に
お
い
て
、

の
要
は
、
意
を
誠
に
す
る
の
み
」
と
言
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
、
「
其
の
機
は
、

一
念
の
微
に
原
づ
く
」
、
す
な
わ
ち
、

【*〕

一
念
の
微
に
ど
う
取
り
組
む
か
に
係
っ
て
い
る
」
と
は
、
王
畿
の
創
見
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
人
間
的
努
力
と
し

「
『大向学』

「
そ
の
分
か
れ
道
は
、

て
の
「
工
夫
」
の
現
場
は
、
ま
さ
に
こ
の
「

一
念
の
微
」
の
上
に
こ
そ
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。



*
王
{
寸
仁
の
テ
キ
ス
ト
中
に
お
け
る
類
似
の
表
現
と
し
て
は
、

『伝
習
録
』
中
巻
「
答
顧
東
橋
書
」
の
中
に
、

於
吾
心
良
知

一
念
之
微
而
察
之
、
亦
将
何
所
用
其
事
乎
。」
と
い
う
発
言
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

一
箇
所
、
「
乏
鐙
千
里
之
謬
、
不

ま
た
、
孔
子
門
下
に
お
い
て
、
た
だ

一
人
、
孔
子
が
「
好
学
」
と
認
め
た
顔
子
の
顔
子
た
る
所
以
も
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
最
初
の

一

念
」
を
失
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
。

顔
子
は
、
こ
の
最
初
の
一
念
を
見
失
わ
な
か
っ
た
の
で
、
「
遠
か
ら
ず
し
て
復
る
」
(
『易
』
復
卦
象
伝
繋
辞
下
伝
)
こ
と
が
で
き
た

の
だ
。
[
妄
念
が
]
動
け
ば
す
ぐ
さ
ま
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
し
、
気
づ
け
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
善
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
か

ち

か

ら
、
「
顔
子
は
、
其
れ
庶
幾
か
ら
ん
や
」

(『易
』
繋
辞
下
伝
)
と
言
う
の
だ
。
学
の
目
当
て
で
あ
る
。

顔
子
不
失
此
最
初
一
念
、
不
遠
市
復
。
機
動
即
覚
、
縫
党
即
化
。
故
田
「
顔
子
其
庶
幾
乎
」
、

皐
之
的
也
。
(
「
南
森
諸
友
難
鳴
怨

虚
閤
曾
語
」

『王
畿
集』

巻
六

一一

一
一頁
)

こ
こ
で
、
顔
子
が
見
失
わ
な
か
っ
た
と
い
う
「
最
初
の
一
念
」
と
は
、

一
体
、
何
を
言
う
の
か
。
ま
た
、
「

一
念
」
に
付
さ
れ
た
「
最

初
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
哲
学
的
意
義
に
つ
い
て
、
更
に
、
踏
み
込
ん
で
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
王
畿
は
、
更
に
、
こ
の
「
一
念
」
の
得
失
が
、
人
が
聖
賢
と
な
る
か
、
禽
獣
と
な
る
か
の
分
か
れ
目
で
あ
る
と
も
一言
、っ
。

こ
の
学
の
進
退
は
、

ひ
と
え
に
、

一
念
が
転
移
す
る
変
わ
り
目
に
あ
る
。
こ
れ
を
つ
か
み
と

っ
た
な
ら
ば
、
聖
賢
に
一
歩
近
づ
く
の

王
畿
の
「

一
念
」
の
思
想
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で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
見
失
え
ば
、
禽
獣
の
域
に
入
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
慎
重
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

此
民
子
進
退
、
只
在
一
念
特
移
之
問
。
得
之
可
、
幾
於
聖
賢
、
失
之
、
将
入
於
禽
獣
。
可
不
倶
乎
。
(
「
白
雲
山
房
答
問
紀
暑
」
『
龍

渓
舎
一
也
巴
巻
四

* 
『
王
畿
集
』

七
四
八
頁
)

以
上
、

王
畿
が
「
一
念
」
に
触
れ
た
四
つ
の
発
言
を
、
ざ
っ
と
見
て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け
を
見
て
も
、
王
畿
の
良
知
心
学
に
お
け
る

「
一
念
」
の
持
つ
重
要
性
は
、
明
白
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
下
、
こ
の
「

一
念
」
を
め
ぐ
る
、
王
畿
の
発
言
を
も
と
に
、
そ
の
良
知
心
学
の
本
質
に
迫
る
こ
と
が
、
本
稿
を
序
章
と
し
、
今
後
、

書
き
継
い
で
い
く
予
定
の
論
孜
、

「
良
知
心
学
原
論
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「最
初
一
念
」

既
に
見
た
よ
う
に
、
王
畿
は
、
顔
子
の
顔
子
た
る
所
以
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
最
初
の
一
念
」
を
見
失
う
こ
と
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
、
と
言
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
ず
吟
味
し
て
い
き
た
い
。
先
に
引
い
た
、

三
つ
目
の
資
料
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で

述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

天
地
の
霊
気
は
、
た
だ
単
に
聖
人
だ
け
が
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
で
あ
れ
ば
、

み
な
持
っ
て
い
る
。
今
、
乳
飲
み
子
が
井
戸

に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
た
瞬
間
、
人
は
、
誰
で
も
怖
協
側
隠
の
心
を
抱
く
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
で
も
な
い
、
そ
の
最
初
の
、

欲
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
念
〔
最
初
無
欲
一
念
〕
こ
そ
が
、
[
『易』

に
]
所
謂
[
四
徳
の
]
元
で
あ
る
。
思
慮
を
巡
ら
せ
ば



〔
樽
念
〕
、
[
子
ど
も
の
両
親
と
]
仲
良
く
な
ろ
う
と
か
、
[
人
助
け
を
し
た
と
い
う
]
名
誉
を
手
に
入
れ
よ
う
と
か
、
[
助
け
な
か
っ

た
こ
と
で
]
悪
い
評
判
が
立
つ
の
が
嫌
だ
か
ら
そ
う
す
る
と
か
い
っ
て
、
欲
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
[『易
』
の
四
徳
の
う
ち
]

元
は
始
め
る
、
亨
は
通
じ
る
、
利
は
遂
げ
る
、
貞
は
正
す
[
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
が
あ
る
]
が
、
い
ず
れ
も
、
最
初

の
一
念
を
本
源
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
天
を
統
括
す
る
」
(
『易
』
乾
卦
象
伝
)
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
一
念
は
、

ほ
か
で
も
な
い
、

『易』

の
所
謂
復
で
あ
る
。
「
復
は
、
其
れ
、
天
地
の
心
を
見
る
か
」

(
『
易
」
復
卦
象
伝
)
、
と
。
「
意
、
必
、
園
、
我
」
(
『論
語
』
子
竿

続
)
の
う
ち
、

一
つ
で
も
有
れ
ば
、
も
う
天
地
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
く
な
る
。
顔
子
は
、
こ
の
最
初
の
一
念
を
見
失
わ
な
か
っ
た

の
で
、
「
遠
か
ら
ず
し
て
復
る
」
こ
と
が
で
き
、
[
妄
念
が
]
動
け
ば
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
に
気
づ
い
た
し
、
気
づ
け
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
善

ち

か

に
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
か
ら
、
「
顔
子
は
、
其
れ
庶
幾
か
ら
ん
や
」
と
言
う
の
だ
。
学
の
目
当
て
で
あ
る
。

天
地
霊
気
、
非
濁
聖
人
有
之
、
人
皆
有
之
。
今
人
乍
見
嬬
子
入
井
、
皆
有
休
傷
側
隠
之
心
。
乃
其
最
初
無
欲
一
念
、
所
謂
元
也
。

勝
念
則
為
納
交
要
春
、
悪
其
聾
而
然
、
流
於
欲
失
。
元
者
始
也
、
亨
通
、
利
遂
、
貞
正
、
皆
本
於
最
初
一
念
、
統
天
也
。
最
初

一
念
、
即
易
之
所
謂
復
。
「
復
其
見
天
地
之
心
」
。
意
、
必
、
園
、
我
有
一
駕
、
便
輿
天
地
不
相
似
。
顔
子
不
失
此
最
初
一
念
、

不
遠
而
復
、
機
動
即
覚
、
滋
賀
即
化
。
故
日
「
顔
子
其
庶
幾
乎
」
。
皐
之
的
也
。
(
「
南
落
諸
友
難
鳴
想
虚
閣
舎
語
」

『
王
畿
集
』

巻
六

一一

一一頁
)

「
最
初
一
念
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
初
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
王
畿
は
、
ま
た
「
学
は
、
之
を
初
に
得
る
を
貴
ぶ
。

こ
る
、
陽
の
動
な
り
、
是
れ
良
知
の
覚
悟
す
る
慮
、
之
を
天
根
と
謂
う
。
」

(
「
答
楚
伺
歌
子
問
」

『王
畿
集
』
巻
四

一
陽
初
め
て
起

一
O
O
頁
)
と
も
言

っ
て

い
る
。
こ
の
「
最
初
の
一
念
」
は
、
先
ず
、
「
最
初
の
無
欲
の

一
念
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
欲
望
に
汚
染
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

意
念
の
発
動
と
し
て
、
人
心
に
お
い
て
は
、
「
良
知
が
覚
悟
す
る
処
」
で
あ
っ
た
。
欲
望
の
影
響
を
一
切
受
け
て
い
な
い
良
知
の
純
粋
無

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想



東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要

第
十
八
号

四

雑
な
る
現
出
と
し
て
の
意
念
の
発
動
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
天
地
の
造
化
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
一
陽
の
初
動
」

に
相
当
し
、
更
に
言
え
ば
、
『
易
』
の
四
徳
(
元
・
亨
・
利
・
貞
)
で
舌
守
え
ば
、
「
元
」
に
相
当
し
、
ま
た
、

『易』

復
卦
の
初
九
の
陽
交
、

す
な
わ
ち
、
「
一
陽
来
復
」
、
「
天
地
、
物
を
生
ず
る
の
心
」
を
指
す
、
と
一
吉
守
つ
。
こ
こ
で
、
「

一
念
」
の
現
出
が
、
単
な
る
、
人
の
内
心
の

事
実
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
天
地
の
造
化
に
お
け
る
、
「

一
陽
の
初
動
」
に
匹
敵
す
る
事
態
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
点
に
、
と
り
あ
え

ず
注
音
山
を
促
し
て
お
き
た
い
。

「
最
初
の
無
欲
の
一
念
」
と
は
、

い
わ
ば
、
既
に
見
た
、
「
一
念
の
微
」
と
い
う
言
葉
H

概
念
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
内
心
の
事
実
と

同
様
、
「
危
う
き
」
も
の
と
し
て
の
「
人
心
」
に
対
す
る
「
道
心
」
の
「
微
」
(
「
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
」

『書
経
』
大
馬
諜
)
に
つ
い
て
言
つ

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
、
極
め
て
「
隠
微
」
で
、
見
え
に
く
く
、
分
か
り
づ
ら
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
と
も
す
れ
ば
、
日
中
の
欲

望
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
、
気
づ
か
な
か
っ
た
り
、
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
更
に
は
、
あ
え
て
見
過
ご
し
て
み
た
り
、

か
す

や
り
過
ご
し
て
し
ま

っ
た
り
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

顔
子
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
微
か
」
な
る

「最
初
の
無
欲
の
一
念
」
を
、

決
し
て
見
失
う
こ
と
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
更
に
、
そ
の
「
一
念
」
を
、
我
が
内
な
る
良
心
の
「
覚
情
」
、
す
な
わ
ち
、
良
知
の
純
粋
無

雑
な
る
現
出
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
ま
る
ご
と
引
き
受
け
、
そ
の
促
し
に
順
っ
て
、
迷
う
こ
と
な
く
、
真
っ
直
ぐ
に
行
動
し

た
か
ら
こ
そ
、
「
速
か
ら
ず
」
し
て
、

つ
ま
り
、
大
き
く
道
を
外
れ
る
こ
と
な
く
、
天
性
の
善
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
言
う
の

で
あ
る
。
遅
疑
遼
巡
す
る
こ
と
な
く
(
「
直
下
承
嘗
」
)
、
丸
ご
と
引
き
受
け
(
「
規
程
承
嘗
」
)
、
あ
く
ま
で
、
そ
れ
に
順
っ
て
、
真
つ
直
ぐ
に

行
動
す
る
(
「
直
心
以
動
」
)
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
が
、
顔
子
の
顔
子
た
る
所
以
で
あ
り
、
だ
か
ら
に
こ
そ
、
「
学
ぶ
者
」
の
模
範
・
目
標

と
な
り
え
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
引
用
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
孟
子
の
所
調
「
怜
傷
側
隠
の
心
」
こ
そ
、
こ
の
「
最
初
の
無
欲
の

一
念
」
で
あ
っ
た
。
内
心

に
お
け
る
「
一
念
」
の
現
出
は
、
そ
の
「
最
初
」
に
お
い
て
は
、
純
粋
無
雑
、
す
な
わ
ち
、
「
無
欲
」
、
欲
望
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
で



あ
る
、
ぞ
う
あ
る
は
ず
だ
、
と
王
畿
は
考
え
る
。
ぞ
れ
が
、
「
転
ず
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
思
慮
按
排
が
混
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
性
の
善
か
ら
次
第
に
逸
れ
て
い
く
。
良
知
の
本
善
に
、
そ
の
端
を
発
す
る
こ
と
な
く
、
噌
欲
の
充
足
へ
と
流
れ
て
い
く
。「
念
」
が
、

本
来
の
「
良
知
」
を
起
点
と
す
る
こ
と
な
く
、
「
躯
殻
(
肉
体
)
」
を
起
点
と
し
て
発
動
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
肉
体
の
「
欲
望
」
(
凡
人
の

場
合
)
、
も
し
く
は
、
人
知
の
賢
し
ら
と
し
て
の
「
意
見
」
(
知
識
人
の
場
合
)

の
影
響
を
被
っ
た
、
意
念
の
発
動
に
転
ず
る
以
前
の
、
初

発
の
純
粋
な
状
態
こ
そ
が
、
心
本
来
の
す
が
た
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
顕
現
、
心
の
本
体
の
隈
な
き
露
呈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
最
初
」

と
は
、
そ
の
本
来
の
姿
が
、
あ
る
が
ま
ま
に
、
混
じ
り
け
の
無
い
純
粋
無
垢
な
る
状
態
に
お
い
て
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
特
に
表
現

す
る
言
葉
H
概
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
を
察
知
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
す
が
た
に
お
い
て
、

一
切
、
「
意
必
の
私
」

を
混
入
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

真
っ
直
ぐ
に
、
す
な
わ
ち
、
「
自
然
に
」
導
か
れ
て
、
そ
れ
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
、
王
畿
自
身
の
言
葉
を

使
え
ば
、
「
直
心
以
動
」
(
「
意
識
解
」
な
ど
て
心
を
真
っ
直
ぐ
に
導
い
て
動
か
す
こ
と
こ
そ
が
大
切
と
さ
れ
、
そ
れ
が
、
工
夫
の
眼
目
と

さ
れ
る
。*

「
自
得
在
於
深
造
、
而
其
要
莫
先
於
淡
。
世
情
淡
得
下
、
則
不
従
躯
殻
上
起
念
、
慾
障
漸
除
、

真
機
自
然
透
露
、
人
我
爾
忘
、
好
悪
不
作
、

平
懐
順
慮
、
坦
坦
蕩
蕩
、
無
入
而
不
自
得
失
。」
(「輿
魯
書
堂
」
『
王
畿
集
』
巻
一
一
一

一一一一

四
頁
)
と
言
う
。

こ
う
し
た
、
意
念
の
初
動
か
ら
、
全
て
の
後
天
的
な
欲
望
や
思
慮
の
介
入
が
除
き
尽
く
さ
れ
て
、
そ
の
本
心
の
あ
る
が
ま
ま
の
現
出
に
、

全
て
委
任
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
更
に
言
え
ば
、
そ
れ
を
意
識
せ
ず
と
も
行
動
で
き
る

【

*
l
〕

ま

か

を
「
忘
」
と
呼
ん
だ
)
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
、
本
当
に
、
「
良
知
を
信
得
及
(
信
じ
切
る
/
信
せ
切
る
)
」
こ
と
が
で
き
た
、

(
王
畿
は
、
そ
れ

と
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
間
は
、
な
か
な
か
そ
れ
が
で
き
な
い
。
「
良
知
」
の
内
在
を
確
信
す
る
こ
と
が
出
来

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

五
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な
い
。
ま
た
、
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
完
全
無
欠
性
を
信
じ
て
、
そ
れ
に
全
て
を
委
ね
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
そ
の
疑
念
と
不
信
を
補
お
う
と
し
て
、
人
は
、
後
天
的
に
身
に
つ
け
た
「
知
識
」
や
「
音
山
見
」
に
依
存
し
た
り
、
あ
る
い
は
、

既
成
の
「
格
套
」
や
「
典
要
」
を
固
く
守
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
行
動
に
、
外
か
ら
確
証
・
承
認
を
与
え
よ
う
と
す
る
。

自
己
の
内
な
る
良
知
の
完
全
無
欠
性
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
外
か
ら
知
識
を
補
填
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
自
信
を
得

ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
孔
孟
の
学
を
受
け
継
ぐ
者
と
し
て
、
性
善
説
を
標
傍
し
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は
、
本
心
の
完
全
無
欠
性
が
信

じ
切
れ
な
い
た
め
に
、
読
書
窮
理
に
よ
っ
て
、
外
な
る
知
識
や
意
見
で
補
填
し
、
そ
れ
に
依
存
す
る
こ
と
で
、
そ
の
不
信
を
い
さ
さ
か
な

[
*
2

〕

り
と
も
埋
め
よ
う
と
す
る
朱
子
学
的
な
「
格
物
」
論
の
不
徹
底
さ
を
「
外
求
」
「
外
入
」
の
学
と
し
て
、
王
畿
は
強
く
退
け
た
。

*
l
「
忘
」
は
、
王
畿
の
良
知
心
学
を
理
解
す
る
上
で
の
重
要
概
念
の

一
つ
で
あ
る
。

(
H

「
天
則
」
)
の
自
然
の
作
用
に
率
う
こ
と
を
「
忘
」
と
呼
ん
だ
。
次
の
発
言
を
参
照
。
「
忘
好
忘
悪
、
方
能
同
好
悪
。
忘
是
忘
非
、
方
能
公

是
非
。
蓋
好
悪
是
非
、
原
固定
本
心
自
然
之
用
、
惟
作
好
悪
、
任
是
非
、
始
失
其
本
心
。
所
謂
忘
者
、
非
固定
無
計
頑
空
、

率
其
明
党
之
自
然
、

随
物
順
慮
、
一

選
無
所
作
、
無
所
任
、
是
謂
忘
無
可
忘
。
在
知
道
者
歎
而
識
之
。」
(
「三
山
麓
淳
録
」

『王
畿
集
』
巻
一

一一

頁
)

*
2
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
発
言
を
参
照
。
「
致
知
無
巧
法
、
無
依
外
求
、
只
在
一
念
入
微
庭
討
真
伎、

一
念
神
感
神
底
便
是
入
聖
之
機
。
孟

一
切
の
作
為
性

・
任
意
性
を
排
し
て
、
あ
く
ま
で
本
心

子
所
謂
集
義
、
固
定
時
時
求
憐
於
心
。
織
有
億
度
、
使
底
知
解
、

機
有
湊
泊
、
使
落
格
套
、
縫
有
荘
殿
、
便
気
晩
、
皆
目定
義
襲
、
王
覇
誠
偽
之

所
由
分
也
。
唐
虞
之
時
、
所
設一
何
書。

危
微
精

一
之
外
無
関
駕。

後
儒

(
*
朱
喜
…
を
指
す
)
専
以
讃
室
田為
窮
理
、
循
序
致
精
、
居
敬
持
志
、

隔
幾
程
途
。
端
摩
依
伐
、
勝
一
生
精
神
寄
頓
故
紙
堆
中
、
忘
飢
本
領
工
夫
、
談
王
説
覇
、
別
作

一
項
伎
何
商
量。

晦
翁
(
朱
事
…)
晩
年
亦
己

自由
党
其
非
失。

所
謂
君
子
之
過
、

聖
賢
之
用
心
也
。
先
師
信
手
姑
出
良
知
雨
字
、
不
向
学
不
慮
、
以
直
而
動
、
乃
性
命
之
植
、
精

一
之
{
示
惇

也
。」
(「
輿
陶
念
粛
」
『王
畿
集」

巻
九

二
二
四
、

五
頁
)



以
上
、
要
す
る
に
、
「
最
初
」
と
は
、

去
、
色
つ

の
な
い
、
常
に
、
真
つ
新
な
状
態
(
『大
皐
』
に
所
謂
「
日
新
」
)
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
こ
そ
、
天
則
の
自
然
と
し
て

一
切
の
欲
望
ゃ
、
既
成
の
善
悪
の
観
念
や
、
先
入
観
や
意
見
(
ド
ク
サ
)
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

の
、
内
な
る
良
知
は
、
既
成
の
善
悪
の
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
無
善
無
悪
」
な
る
本
性
を
発
揮
し
て
、
何
も
の
に
も
査
曲
も
、

隠
蔽
も
、
阻
害
も
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
真
っ
直
ぐ
に
、
臨
機
応
変
、
融
通
無
碍
に
、
自
己
の
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
り
、
そ
う
し
た
、
真
つ
新
な
状
態
で
、

い
か
な
る
欲
望
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
、
良
知
の
現
出
の
先
端
部
分
を
指
し
て
、
王
畿
は
「
最

初
の
無
欲
の
一
念
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

「一

念
霊
明
」

「学
」
と
は
、
顔
子
が
、
常
に
見
失
う
こ
と
な
く
、

真
つ
正
面
か
ら
向
き
合
い
続
け
た
、
こ
の
「
一
念
」
の
「
霊
明
」
を
、
そ
の
あ
る

が
ま
ま
の
姿
に
お
い
て
、
保
持
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
「
治
国
」「
平
天
下
」
へ
と
導
く

「格
物
」
「
誠
意
」「
正
心
」

の
工
夫
は
、
す
べ
て
、
こ
の
「
一
念
の
霊
明
」
に
、
向
き
合
い
、
そ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
も
言
う
。

こ
の
「
一
念
霊
明
」
と
い
う
語
を
も
と
に
、
顔
子
が
見
失
う
こ
と
の
な
か
っ
た
と
い
う
、
「
最
初
の
無
欲
の
一
念
」
に
秘
め
ら
れ
た
、

優
れ
た
働
き
、
そ
の
能
力
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

千
古
の
聖
学

(
真
実
の
学
)
は
、

ほ
か
で
も
な
い
、

一
念
の
霊
明
(
良
知
の
不
可
思
議
で
、
明
敏
な
る
働
き
)
に
従
っ
て

[是
非
善
悪
を
]

識
別
す
る
の
で
あ
っ
て
、

ほ
か
で
も
な
い
、

こ
れ
こ
そ
、
聖
人
の
領
域
に
分
け
入
っ
て
い
く
、
真
正
な
る
道
筋
で
あ
る
。
ま
さ
し
く

今
l

こ
こ
〔
当
下
〕
で
、
こ
の
[
良
知
の
現
出
と
し
て
の
]

一
念
の
霊
明
を
保
守
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
[
真
の
]
学
で
あ
る
。
こ
の
一
念

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

七



東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要

第
十
八
号

J¥ 

の
霊
明
に
よ
っ
て
[
他
者
の
良
知
を
]
触
発
し
、
感
化
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
す
な
わ
ち
、
教
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
が
ら
に
即
し

た
だ

な
が
ら
、
こ
の
一
念
の
霊
明
さ
を
埋
没
さ
せ
な
い
[
で
発
揮
す
る
]
こ
と
を
、
物
を
格
す
と
謂
う
。
こ
の
一
念
の
霊
明
を
欺
か
な
い

カ
ラ
リ

一
念
が
廓
然
と
他
者
に
向
か
っ
て
聞
か
れ
て
、
こ
れ
っ
ぽ
ち
も
、
何
か
に
固
執
す
る
私
心
が
な

」
と
を
、
意
を
誠
に
す
る
と
謂
う
。

く
な
る
の
を
、
「
心
を
正
す
」
と
謂
う
。
真
っ
直
ぐ
に
伏
義
が
明
ら
か
に
し
た
先
天
の
道
に
ま
で
至
っ
て
、
脇
道
に
逸
れ
る
こ
と
は

全
く
な
い
。
こ
れ
(
「

一
念
霊
明
」
を
指
す
)
こ
そ
が
、
易
筒
直
裁
な
る
根
源
で
あ
る
。
こ
れ
を
知
る
こ
と
を
、
「
道
を
知
る
」
と
謂

ル』

IU

ぃ
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
を
、
「
易
を
見
る
」
と
謂
う
。
数
多
の
聖
人
た
ち
が
秘
蔵
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
諸
友
よ
、
頑
張
り
な
さ

It、
。

千
古
聖
挙
只
従
一
念
霊
明
識
取
、
只
此
便
是
入
聖
真
脈
路
。
首
下
保
此

一
念
霊
明
、
使
是
準
。
以
此
胸
護
感
通
、
使
是
教
。
随

事
不
味
此

一
念
霊
明
、
謂
之
格
物
。
不
欺
此

一
念
霊
明
、
謂
之
誠
意。

一
念
廓
然
、
無
有

一
章
固
必
之
私
、
謂
之
正
心
。
直
造

先
天
義
皇
、
更
無
別
路
。
此
是
易
簡
直
裁
根
源
、
知
此
謂
之
知
道
、
見
此
謂
之
見
易
。
千
聖
之
秘
戴
也
。
諸
友
勉
乎
哉
。
(
「水

西
別
言
」

『王
畿
集
』
巻
十
六

四
五
一
頁
)

こ
こ
に
所
謂
「
易
筒
直
裁
な
る
根
源
」
と
し
て
の
「

一
念
の
霊
明
」
と
は
、
「
良
知
」
の
特
質
を
、
端
的
に
言
い
当
て
た
言
葉
H

概
念

に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
合
意
に
つ
い
て
、
以
下
、
少
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

「霊
」
と
は
、
人
の
心
の
も
つ
、
人
知
を
超
え
、
人
為

(作
為
按
排
)
を
超
え
た
、
不
可
思
議
な
る
働
き
を
一言
、っ
。
「
明
」
と
は
、
「
明

徳
」

(『大
挙
』
)

の
「
明
」
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
そ
の
本
心
に
固
有
の
輝
き
、

具
体
的
に
言
え
ば
、

是
非
善
悪
を
明
敏
に
弁
別
す
る
、
心

に
固
有
の
優
れ
た
働
き
日
能
力
を
言
、っ
。
「霊
」
と
か
「
明
」
、
あ
る
い
は
、
同
じ
よ
う
に
、
王
畿
が
頻
用
す
る
「
神
」
と
か
「
妙
」
と
言

っ
た
言
葉
H

概
念
は
、
肉
体
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
心
が
内
蔵
す
る
、
後
天
的
な
思
慮
や
知
識
を
超
え
た
、
良
知
自
身
固
有
の
、
す
な



わ
ち
、
天
性
の
優
札
た
働
き
、
そ
の
能
力
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
語
る
と
き
に
、
ほ
と
ん
ど
枕
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
で
あ

っ
た
。
我
々

は
、
普
段
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
何
の
疑
い
も
持
た
ず
に
、
そ
の
働
き
の
上
で
、
生
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

実
は
、
そ

れ
は
驚
嘆
に
値
す
る
事
実
で
あ
る
と
い
う
注
意
と
敬
意
を
、
常
に
、
人
々
に
喚
起
す
る
た
め
に
、
執
劫
な
ま
で
に
繰
り
返
さ
れ
る
言
葉
で

あ
る
。

王
守
仁
や
王
畿
は
、
「
良
知
」
の
存
在
・
現
出
を
語
る
に
あ
た

っ
て
、
し
ば
し
ば
、
「
天
の
霊
に
頼
り
て

(天
の
霊
力
の
お
蔭
で
)

Lーー

と
一吉
う
言
い
方
を
す
る
。
例
え
ば
、
王
守
仁
は
「
僕
、
誠
に
、

天
の
霊
に
頼
り
て
、
偶
¥
良
知
の
拳
に
見
る
こ
と
有
り
。」
(『伝
習
録
』

か
え
り

さ
と

か
え
っ

一
念
自
ら
反
み
る
。
覚
り
得
て
早
け
れ
ば
、
反
て
力
を
得
、
未
だ
堕
落
に
至
ら
ざ
る
の

中
巻
)
と
言
い
、
王
畿
は
「
天
の
霊
に
頼
り
て
、

み
。」
(「天
柱
山
房
舎
語
」
)
と
言
う
。
例
え
ば
、
我
々
人
間
は
、
自
ら
が
行
っ
た
行
為
に
対
し
て
、
そ
れ
を
振
り
返
り
、
反
省
し
た
り
、

後
悔
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
意
識
が
、
心
に
芽
生
え
る
の
は
、
そ
も
そ
も
、
何
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
。
そ
れ
は
、

波
法
二
郎
[
訳
]
『存
在
と
時
間
』
(
E

他
で
も
な
い
、
「
私
の
な
か
か
ら
や
っ
て
き
て
、
私
の
う
え
へ
と
襲
っ
て
来
、
私
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
る
」

(ハ
イ
デ
ガ
l

[
著
]
/
原
佑
・

[
*
l
]
 

三
五
一
頁
)、
「
良
知
」
の
呼
び
か
け
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

。。

王
守
仁
や
王
畿
の
意
識
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、
「
天
の
霊
に
頼
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
天
の
霊

(
天
の
不
可
思
議
な
霊
力
)」
の
導

き
に
依
る
も
の
で
あ
っ
た
。
我
の
内
な
る
絶
対
的
な
力
の
顕
現
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
内
に
在
り
な
が
ら
、
自
分
を
超
え
た
も
の
と
し
て

[
*
2〕

の
、
「
直
裁
な
る
根
源
」
で
あ
る
「
良
知
」
の
〈
内
在
|
超
越
〉
性
、
も
し
く
は
、
内
な
る
〈
他
者
〉
の
存
在
を
、
直
接
経
験
の
事
実
と

し
て
実
証
し
て
く
れ
る
の
が
、
内
心

(「
独
処
」
)
の
事
実
と
し
て
現
出
す
る
「
一
念
霊
明
」
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
目
の

モ

ノ

前
に
存
在
し
、
手
に
と

っ
て
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、

具
体
的
な
実
体
の
実
在
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
れ
以
上
に
、
近
く
て
、
リ
ア
ル

シ

ン

プ

ル

ス

ト

レ

ー
ト

な
実
在
日
実
感
で
あ
る
。
易
簡
に
し
て
、
直
裁
な
る
根
源
の
現
前
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
直
裁
」
と
は
、
「
良
知
」
の
呼
び
か
け
が
、

「
沈
黙
の
声
」
に
よ
っ
て
、
心
に
直
接
に
、
無
媒
介
的
に
呼
び
か
け
て
く
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
謂
う
。『
中
庸
』
の
所
謂
「
莫
顛
乎
微
」

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

九
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リ
ア
ル

と
は
、
言
わ
ば
、
「
こ
の
一
念
の
微
以
上
に
、
額
な
実
在
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
事
態
を
語
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い

(
後
述
)
。
そ
れ

を
、
王
畿
は
、
更
に
、
「
独
知
」
と
い
う
言
葉
H
概
念
で
表
現
す
る
。

*
1
王
畿
の
「
良
知
」
論
の
哲
学
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
ハ
イ
デ
ガ
l
の

『存
在
と
時
間
』
の
中
の
一
節
、
そ
の
「
良
心
」
の
「
存
在

論
的
解
釈
」
が
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
次
の
発
言
。
「
呼
び
声
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
自
身
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た

り
、
準
備
さ
れ
た
り
、
自
発
的
に
遂
行
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
、
全
然
な
い
の
あ
る
。

「そ
れ
」
が
呼
ぶ
の
で
あ
る
、
期
待
に
反
し
て
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
意
志
に
反
し
て
す
ら
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
他
方
、
呼
び
声
は
、
疑
い
も
な
く
、
私
と
と
も
に
世
界
の
内
で
存
在
し
て
い
る
な
ん
ら

か
の
他
者
か
ら
や
っ
て
く
る
の
で
も
な
い
。
呼
び
声
は
、
私
の
な
か
か
ら
や
っ
て
く
る
の
だ
が
、
し
か
も
そ
れ
で
い
て
私
の
う
え
へ
と
襲
つ

て
く
る
の
で
あ
る
」
(
向
上

第
五
七
節
「
気
造
い
の
呼
び
声
と
し
て
の
良
心」

三
五
O
頁

*
傍
点
は
訳
書
の
ま
ま
)
。

本

2
良
知
と
他
者
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
王
龍
渓
の
「
根
本
知
」
を
め
ぐ
る
考
察
」
の
第
二
章
「
良
知
の
現
出
|
我
の
内
な
る
「
他
者
」

性
の
問
題
」
(
『陽
明
学
』
第
十
八
号

二
O
O
六
)
に
お
い
て
も
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

四

「
一
念
濁
知
」

王
畿
は
、

「
一
念
独
知
」
と
言
う
。
「
独
知
者
、
良
知
也
」
(
「
別
言
贈
梅
純
甫
」

『王
畿
集
』
巻
十
六

四
五
一
頁
)
と
言
う
よ
う
に
、
「
独

知
」
と
は

「良
知
」
の
別
名
で
あ
っ
た
。

「独
知
」
と
は
、
「
良
知
」
の
現
出
が
、
常
に
、
自
己
の
内
心
と
い
う
「
隠
微
」
な
世
界
(
ラ
独

ス

ト

レ

ー

ト

〔

*

]

処
」
)
に
お
い
て
、
言
葉
を
媒
介
と
す
る
こ
と
な
く
、
直
裁
に
呼
び
か
け
て
く
る
、
「
沈
黙
の
声
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
概
念
で

あ
る
。



本
「
良
心
は
、
ひ
た
す
ら
不
断
に
沈
黙
と
い
う
様
態
に
お
い
て
語
る
。」
(
ハ
イ
デ
ガ
1

[
著
]
/
原
佑
・
波
法
二
郎
[
訳
]
『存
在
と
時
間
』
E

中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

。。
三
四
五
頁
)

「
独
知
」
と
は
、
王
畿
の
造
語
で
あ
る
が
、
「
独
」
の

一
字
は
、
も
と
は
、

『大
島
ナ』『
中
庸
』
の
「
慎
独
」
に
由
来
す
る
語
で
あ

っ
た
。

そ
の
合
意
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
朱
喜
…
が
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

ひ
と

大
抵
、
「
独
」
と
い
う
字
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
耳
や
目
で
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
心
だ
け
が
独
り
知
る
こ

と
の
で
き
る
領
域
で
あ
る

大
抵
濁
字
、
只
是
耳
目
見
聞
之
所
不
及
、
而
心
濁
知
之
之
地
耳
。
(
「
答
石
子
重
第
九
書
」
『朱
子
文
集』

巻
四
十
二

『朱
子
全

書』

武
拾
試
瓜
川

上
海
古
籍
出
版

二
O
O
二

一
九
三
六
頁
)

あ

ら

か

す

あ

ら

こ
れ
は
、

『中
庸
』
に
「
隠
れ
た
る
よ
り
見
わ
る
る
は
莫
し
、
微
か
な
る
よ
り
顛
わ
な
る
は
莫
し
、
放
に
、
君
子
は
、
其
の
濁
を
慎
む

な
り
(
莫
見
乎
隠
、
莫
顕
子
微
、
故
君
子
慎
其
濁
也
)
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
独
」
に
つ
い
て
の
解
説
し
た
発
言
で
あ
る
が
、
朱
喜
山
は
、
そ
の

注
に
お
い
て
、
更
に
詳
し
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
独
」
と
は
、
他
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
自
分
だ
け
が
気
づ
い
て
い
る
領
域
で
あ
る
。

き
ざ
し

態
が
、
形
あ
る
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
痕
跡
は
顕
れ
て
は
い
な
い
が
、
幾
と
し
て
、
す
で
に
動
き
出
し
て
お
り
、
[
そ
れ
は
]
他
人

つ
ま
り
、
幽
暗
の
中
で
、
細
微
な
る
事

は
気
づ
い
て
い
な
い
が
、
自
分
だ
け
は
た
し
か
に
気
づ
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
出
来
事
と
し
て
、
こ
れ
以
上
に

王
畿
の
「

一
念
」
の
思
想
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心

著
見
明
顕
な
る
も
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
君
子
は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
、
常
に
、
[
注
意
深
く
]
警
戒
し
、
恐

催
し
て
、
こ
こ
(
「
独
」
処
)
に
お
い
て
、
最
も
謹
し
み
を
加
え
る
の
で
あ
る
、
人
欲
が
ま
さ
に
萌
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
押
し
止
め
、

そ
れ
が
、
隠
れ
て
微
か
な
状
況
の
中
で
成
長
し
て
い
っ
て
、
遠
く
道
を
離
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
至
ら
し
め
な
い
た
め
で
あ
る
。

溺
者
、
人
所
不
知
而
己
所
濁
知
之
地
也
。
言
、
幽
暗
之
中
、
細
微
之
事
、
跡
雌
未
形
、

而
幾
則
己
動
、
人
難
不
知
、
而
己
濁
知

之
、
則
是
天
下
之
事
無
有
著
見
明
額
而
過
於
此
者
。
是
以
君
子
既
常
戒
健
、
而
於
此
尤
加
謹
駕
、
所
以
逼
人
欲
於
将
萌
、
而
不

使
其
滋
長
於
隠
微
之
中
、
以
至
離
道
之
遠
也
。
(
『
中
庸
集
注
』
『
四
書
章
句
集
注
』

中
華
書
局

。。
一
八
頁
)

さ
や

目
に
は
明
か
に
見
え
な
い
し
、
他
人
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
い
、
ま
だ
、
具
体
的
に
形
を
と
っ
て
顕
在
化
し
て
い
な
い
た
め
、
他
人

の
知
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
世
界
の
出
来
事
の
う
ち
で
も
、
「
こ
れ
以
上
に
著
見
明
顕
な
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う

存
在
の
あ
り
ょ
う
。
私
に
と
っ
て
は
、
内
心
の
事
実
と
し
て
、
こ
れ
以
上
に
、
リ
ア
ル
な
現
実
は
存
在
し
な
い
、
と
朱
菓
は
言
、
っ
。
そ
れ

が
、
「
独
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
最
も
、
身
近
で
、
リ
ア
ル
な
実
在
、
す
な
わ
ち
、
「
あ
る
」
も
の
と
し
て
、
内
心

〔
独
処
〕
に
お
け
る
、
心
の
発
動
、
す
な
わ
ち
、
「
幾
」
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
と
て
も
興
味
深
い
。
と
り
わ
け
、

工

夫
の
問
題
を
取
り
扱
う
上
に
お
い
て
は
。
つ
ま
り
、
朱
菓
は
、
外
界
に
存
在
す
る
、
耳
で
聞
き
、
目
に
見
え
る
モ
ノ
以
上
に
、
リ
ア
ル
な

存
在
、
実
在
の
相
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
内
心
に
お
け
る
心
の
動
き
(
情
動
)
で
あ
る
、
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
発
言
は
示
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
認
知
論
的
に
、

リ
ア
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
存
在
論
的
に
、
も

っ
と
も
本
質
的
に
し
て
、
根

源
的
な
実
在
の
実
在
性
に
つ
い
て
言
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
朱
喜
…
の
発
言
に
拠
れ
ば
、
こ
こ
に
所
謂
「
幾
」
と
は
、
直
接

的
に
は
、
「
人
欲
」
の
萌
芽
を
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
独
」
な
る
領
域
〔
地
〕
は
、
自
身
の
内
心
の
事
実
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
、
人
は
、
も
っ
と
も
リ
ア
ル
に
、
か
つ
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
、
無
媒
介
的
に
、
実
感
・
感
知
で
き
る
領
域
で
あ
る
。
意
識
の
フ
ィ
ー
ル
ド



で
あ
る

D

自
身
の
、
い
の
内
面
、
内
的
世
界
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
も
、
身
近
で
、
リ
ア
ル
な
世
界
で
あ
る

が
、
反
面
、
他
人
の
見
聞
の
及
ば
な
い
世
界
で
あ
り
、
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
私
的
な
、
秘
密
の
領
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
、
心
の
動

き
を
、
常
に
警
戒
恐
慢
し
て
、
憧
れ
慎
み
な
さ
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
だ
、
行
動
と
し
て
表
れ
、
善
悪
が
他
者
の
認
知
・
判
定
の
視

界
に
入
り
、
暴
露
す
る
以
前
の
段
階
で
、
そ
れ
故
、
ま
だ
悔
い
改
め
る
余
地
の
十
分
に
あ
る
段
階
に
お
い
て
、
人
欲
が
盛
ん
に
成
長
し
て

い
っ
て
、
手
が
付
け
ら
れ
な
く
暴
走
し
て
し
ま
う
前
に
、
事
前
に
、
未
然
に
、
察
知
し
て
、
抑
え
る
べ
き
も
の
は
抑
え
、
引
き
伸
ば
す
べ

プ

ッ

シ

ュ

き
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
推
し
出
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
、
所
謂
「
慎
独
」
の
功
夫
(
人
間
的
努
力
)
の
意
義
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
朱
喜
…
は
、
こ
こ
で
、
「
慎
独
」
の
「
独
」
を
、
「
地
」
、
す
な
わ
ち
、
領
域
・
場
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
更
に
言
え
ば
、
そ
の

場
は
、
目
の
前
に
広
が
る
、
客
観
的
、
外
的
な
空
間
で
は
な
く
、
心
と
い
う
内
的
な
場
と
し
て
、
「
天
理
」
と
「
人
欲
」
が
対
峠
し
、
そ

の
主
導
権
を
争
う
内
的
領
域
と
し
て
思
念
さ
れ
て
い
る
。
二

つ
の
心
、
す
な
わ
ち
、
「
人
心
」
と
「
道
心
」
と
が
せ
め
ぎ
合
う
場
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
朱
喜
…
の
考
え
る
「
独
」
と
い
う
、
内
的
な
領
域
、
意
識
の
場
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
、
王
畿
は
、
「
独
」
処
に
お
け
る
「
一
念
」
の
現
出
を
、
良
知
の
純
粋
無
雑
な
る
顕
現
露
呈
と
し
て
、
他
の
意

念
と
は
、
そ
の
存
在
の
次
元
を
異
に
す
る
、
そ
れ
自
身
、
「
絶
対
」
的
な
の
知
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
王
畿
の
発
言

に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『易』

に
「
乾
知
こ
そ
、
大
い
な
る
始
ま
り
で
あ
る
」
(
繋
辞
上
伝
)
と
あ
る
が
、
こ
の
乾
知
[
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
]
こ
そ
が
、

ほ
か
で
も
な
い
良
知
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
混
沌
に
初
め
て
穿
た
れ
た
最
初
の
知
覚
で
あ
り
、
全
て
の
存
在
者
の
始
源
で
あ
れ
ば
、

全
て
の
存
在
者
と
は
、
対
等
な
存
在
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
独
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
[
人
が
気
づ
く
以
前
に
]
自

分
だ
け
が
[
そ
の
現
出
に
]
気
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
独
知
」
と
呼
ば
れ
る
。

王
畿
の
「

一
念
」
の
思
想
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易
日
「
乾
知
大
始
」
、
乾
知
即
良
知
、
乃
混
沌
初
開
第
一
寂
、
為
高
物
之
始
、
不
興
寓
物
作
封
。
故
謂
之
濁
。
以
其
自
知
、
故
謂

之
濁
知
。
(
「
致
知
議
略
」
『
王
畿
集
」
巻
六

一一二一
t

貝
)

こ
の
発
言
に
拠
れ
ば
、
「
独
」
は
、
朱
喜
…
の
解
釈
の
よ
う
に
、
単
に
、
内
面
性
を
指
し
示
す
概
念
に
止
ま
ら
ず
、
「
万
物
と
は
対
を
作
さ

な
い
」
も
の
だ
と
言
、
っ
。
す
な
わ
ち
、
相
対
的
な
存
在
と
し
て
の
「
万
物
」
と
は
対
等
で
は
な
い
存
在
、
更
に
ニ
=
ヲ
ん
ば
、
万
物
と
は
、
そ

の
存
在
の
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
、
あ
る
種
、
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
単
独
者
・
絶
対
者
と
し
て
の
「
独
」

で
あ
る
。
「
独
知
」
と
は
、
自
の
前
の
物
(
実
体
)

の
実
際
性
と
は
異
な
る
、
全
て
の
存
在
者
の
根
源
(
所
謂
「
易
簡
直
裁
な
る
根
源
」
)
と

し
て
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
根
源
的
実
在
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
そ
れ
を
、
王
畿
は
、
「
万
物
の
始
源
で
あ
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
王
畿
は
、
「
良
知
」
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
、
王
守
仁
の

「
良
知
は
是
れ
造
化
の
精
霊
。
這
些
の
精
霊
、
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
鬼
を
成
し
、
帝
を
成
す
。
皆
な
、
此
れ
よ
り
出
づ
。
同
県
に
是
れ

物
と
封
無
し
」
(
『伝
習
録
』
下
巻
)
と
い
う
言
葉
を
引
き
継
い
で
、
「
此
れ
よ
り
、
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
人
を
生
じ
、
万
物
を
生
ず
」

(
後
に
取
り
上
げ
る
「
南
遊
舎
紀
」
、
及
び
、
「
東
遊
舎
語
」
「
書
同
心
冊
巻
」
「
答
呉
悟
粛
書
」
な
ど
)
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
「
良
知
」
自
体
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
の
よ
う
に
、
実
体
と
し
て
の
天
地
や
人
物
を
創
造
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
世
界
の
秩
序
と
意
味
の
創
造
の
源
泉
と
し
て
の
、
良
知
の
は
た
ら
き
を
語
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
混
沌
と
し
た
未
分

化
な
世
界
を
、
分
節
化
し
、
意
味
づ
け
、
秩
序
づ
け
る
も
の
、
そ
れ
が
「
良
知
」
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
所
謂
「
先
天
」
な
る
も
の
と
し

て
、
万
物
と
は
、
そ
の
存
在
の
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
、
万
物
と
並
び
立
つ
こ
と
の
な
い
、
単
独

者
と
し
て
の
「
良
知
」
の
性
質
を
、
「
独
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
一
念
独
知
」
を
、
「
混
沌
に
最
初
に
穿
た
れ
た
知
覚
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
「
良
知
」
に
端
を
発
す
る
、
意
念



の
初
発
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

一
切
の
欲
望
や
意
見
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
、
純
粋
無
雑
な
る
心
の
発
動
で
あ
る
。
「
混
沌
初
開
」
と
い

う
言
葉
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
人
の
分
別
知
に
よ
る
分
節
化
以
前
の

「混
沌
」
、
す
な
わ
ち
、
未
分
化
、
無
限
定
、
無
規
定

な
る
も
の
と
し
て
、
常
に
真
つ
新
の
状
態
か
ら
始
動
す
る
、
「
日
〉
新
た
」
(
『
大
事
』)
な
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
「
最
初
の
無
欲
の
一
念
」

と
は
、
こ
の
意
味
で
の
「
最
初
」
で
あ
っ
た
。
「
独
知
」
は
、
そ
れ
自
身
、
天
性
の
良
知
と
し
て
、
後
天
的
な
欲
望
や
人
知
の
分
別
の
影

響
を
い
っ
さ
い
被
っ
て
い
な
い
、
始
原
の
、
あ
る
が
ま
ま
の
現
出
、

「天
則
の
自
然
」
の
顕
現
露
呈
、

「自
然
の
流
行
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
、

ま
た
、
王
畿
は
、

「無
中
に
有
を
生
、
ず
」
(
「
天
柱
山
房
舎
語
」
な
ど
)
と
き
旨
ノ
言
葉
で
も
表
現
し
て
い
る
。
朱
喜
…
の
「
一
念
」
は
、
す
で
に

人
体
(
気
質
と
習
性
)
に
汚
染
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
王
畿
の
「
一
念
」
は
、
天
性
の
良
知
の
自
然
な
る
発
現
と
し
て
、
純
粋
無
雑
な

る
も
の
で
あ
る
。
王
畿
は
、
「
天
泉
諸
道
紀
」
の
中
で
、
「
若
し
、
心
は
是
れ
無
善
無
悪
の
心
な
る
を
悟
り
得
れ
ば
、
意
は
即
ち
是
れ
無
善

無
悪
の
意
な
り
、

・
・
」

(『王
畿
集
』
巻

一
頁
)
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の

「無
善
無
悪
」
な
る
「
意
」
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
一

念
独
知
」
を
言
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

五

悼
暢

・
鼓
鯨

・
不
屑
|
|
「
一
念
」

の
具
体
的
展
開

い
さ
さ
か
抽
象
的
な
議
論
に
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
、
「
一
念
」
の
「
初
」
、

「独
」
、
「
霊
一
」
、
「
明
」
、
「
当
下
」
性
に
つ

い
て
、
王
畿
が
挙
げ
る
具
体
例
に
つ
い
て
見
て
い
き
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
に
、
身
近
な
問
題
と
し
て
、
「
一
念
」
の
思
想
の
倫
理
学
的

意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

そ
も
そ
も
、
「
良
知
」
と
は
、
周
知
の
通
り
、
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
。
良
知
を
議
論
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
、

必
ず
『
孟
子
』
に
ま
で
遡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
で
も
、
そ
の
「
性
善
説
」
に
つ
い
て
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
孟
子
の
性

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

五
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善
説
の
真
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
王
畿
の
生
き
た
時
代
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
意
義
は
、

既
に
、
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
だ
。

王
畿
は
、
孟
子
が
「
良
知
」
を
説
き
出
し
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

天
地
が
物
を
生
み
出
す
心
は
、
そ
の
完
全
な
す
が
た
で
、
人
に
も
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
知
と
い
う
も
の
は
、
人
心
が
覚
醒

し
て
い
る
状
態
に
し
て
、
[
人
智
で
は
捉
え
よ
う
も
な
い
、
不
可
思
議
な
働
き
を
為
す
]
霊
な
る
も
の
で
あ
る
。
大
昔
か
ら
、
天
を

生
み
、
地
を
生
み
、
人
を
生
み
、
物
を
生
ん
で
き
た
の
は
、
す
べ
て
、
こ
の
一
つ
の
霊
な
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
孟
子
は
、
そ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
中
か
ら
、
良
知
を
指
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
あ
り
き
た
り
の
感
応
の
は
た
ら
き
で
は
あ
る
が
、
[
人
の
]
思
慮

で
は
、
と
て
も
追
い
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
良
知
は
思
慮
を
疎
外
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
思
慮
の
方
は
と
言
え
ば
、

む
し
ろ
良
知
の
働
き
を
妨
げ
、
蔽
い
隠
す
こ
と
も
で
き
る
。
だ
か
ら
、
孟
子
は
、
[
後
天
的
な
]
思
慮
の
入
り
込
む
余
地
の
な
い
も

の
を
、
特
に
指
し
て
「
良
」
と
呼
ん
だ
の
だ
。
乳
飲
み
子
が
井
戸
に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
て
怜
悔
す
る
の
が
、
良
知
で
あ

[
按
排
]

る
。
[
子
ど
も
の
両
親
と
]
仲
良
く
な
ろ
う
と
か
、
[
人
助
け
を
し
た
と

い
う
]
名
誉
を
手
に
入
れ
よ
う
と
か
、
[
助
け
な
か
っ
た
こ

は
か
り
ご
と

と
で
]
悪
い
評
判
が
立
つ
の
は
嫌
だ
か
ら
・
:
と
い
っ
た
こ
と
は
、
慮
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

『天
下
は
、

一
体
、
何
を
考
え
た
り
、

何
を
慮
っ
た
り
し
よ
う
か
」
(
『
易
』
繋
辞
下
伝
)
と
言
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
[
思
慮
H

打
算
を
捨
て
よ
と
い
う
]
功
夫

の
用
い
方
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
[
何
も
思
慮
し
な
く
な
る
と
い
う
]
効
果
を
期
待
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

天
地
生
物
之
心
、
以
其
全
付
之
於
人
。
而
知
也
者
、
人
心
之
質
問
為
霊
者
也
。
従
古
以
来
、
生
天
生
地
、
生
人
生
物、

皆
此

一

重
而
己
。
孟
子
於
其
中
指
出
良
知
。
直
是
平
舗
腰
感
、
而
非
思
慮
之
所
及
也
。
良
知
不
外
思
慮
、
間
思
慮
創
能
障
蔽
良
知
。
故

孟
子
尤
指
其
不
慮
者
而
後
謂
之
良
。
見
晴
子
入
井
而
休
傷
、
良
知
也
。
而
納
交
要
審
悪
其
撃
則
慮
失
。
故
日
天
下
何
思
何
慮
。



此
正
指
用
功
而
一
言
、
非
要
其
成
功
也
口
(
「
南
遊
曾
紀
」

「王
畿
集
』
巻
七

一
五
回
頁
)

あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
肝
心
な
の
は
、
そ
れ
が
、
意
識
的
な
「
思
慮
」
(
打
算
・
計
画
)

既
に
見
た
よ
う
に
、
所
謂
「
一
念
霊
明
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
あ
の
、
孟
子
の
所
謂
「
休
傷
側
隠
の
心
」
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で

の
入
り
込
む
余
地
の
無
い
と
こ
ろ
で
、
自
然
な
心

の
感
応
と
し
て
、
「
自
然
之
流
行
」
「
自
性
流
行
」
(
い
ず
れ
も
「
天
泉
誼
道
紀
」
の
語
)
と
し
て
、
無
意
識
的
に
現
出
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
こ
そ
、
「
良
知
」
の
「
良
」
た
る
所
以
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
朱
喜
…
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

「
良
」
と
は
、
「
本
然
の
善
」
の
謂
で
あ
る

(『孟
子
』
尽
心
上
篇
「
良
知
・
良
能
」
章
の
朱
菜
の
注
に
、
「
良
者
、
本
然
之
善
也
」
と
あ
る
)
。

こ
の
「
悌
悔
側
隠
の
心
」
以
外
に
も
、
王
畿
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
、
孟
子
が
説
い
た
、
親
や
兄
へ
の
愛
敬
の
心

(尽
心
上

オ
ド
オ
ド

続
)
、
死
地
に
赴
く
牛
の
殻
鯨
し
た
様
に
共
苦
す
る
心

(
梁
恵
王
上
続
)
、
不
義
の
食
を
受
け
る
こ
と
を
潔
く
思
わ
な
い
心

(
告
子
上
続
)
で

あ
り
、

い
ず
れ
も
、
「
霊
一
明
」
な
る
「
一
念
の
良
知
」
の
具
体
的
現
出
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
王
畿
は
言
う
。

吾
が
心
の
良
知
は
、
父
母
に
遇
え
ば
、
自
然
と
孝
が
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
の
を
感
じ
る
し
、
兄
に
遇
え
ば
、
自
然
と
弟
が
湧
き
起
こ

っ
て
く
る
の
を
感
じ
、
君
上
に
遇
え
ば
、
自
然
と
敬
が
湧
き
起
こ

っ
て
く
る
の
を
感
じ
、
南
子
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
状
況
に
遭
遇

オ
白hh
r
-

オ
H
h
r

す
れ
ば
、
自
然
と
怖
傷
す
る
の
を
覚
え
、
堂
下
の
[
罪
も
無
い
の
に
死
地
に
赴
く
]
牛
に
遭
遇
す
れ
ば
、
自
然
と
[
自
分
も
]
殻
鯨

す
る
の
を
覚
え
る
。
こ
の
心
を
推
し
て
い
け
ば
五
常
と
為
り
、
こ
の
心
を
拡
充
し
て
い
け
ば
百
行
と
為
る
の
で
あ
れ
ば
、
万
物
の
変

化
は
窮
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
ち
ゃ
ん
と
対
応
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
、

つ
ま
り
、
万
物
の
変
化
は
吾
が

良
知
に
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

吾
心
之
良
知
、
遇
父
母
自
能
知
孝
、
遇
兄
自
能
知
弟
、
遇
君
上
自
能
知
敬
、
遇
帯
子
入
井
自
能
知
休
傷
、
遇
堂
下
之
牛
自
能
知

王
畿
の
「
一
念
」
の
恩
惣

ーヒ
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殻
鯨
。
推
之
為
五
常
、
横
之
為
百
行
、
高
物
之
壁
、
不
可
勝
窮
、
無
不
有
以
鷹
之
。
是
寓
物
之
饗
備
子
吾
之
良
知
也
。
(
「
宛
陵

命
日語」

『王
畿
集
』
巻

四
四
頁
)

父
母
の
顔
を
見
れ
ば
、
自
然
と
「
孝
心
」
が
わ
き
起
こ
り
、
年
長
者
に
接
す
れ
ば
、
自
然
と
「
弟
心
」
が
わ
き
起
こ
り
、
君
主
に
遇
え

ば
、
自
然
と
「
敬
心
」
が
湧
き
起
こ
る
。
晴
子
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
状
況
に
遭
遇
す
れ
ば
、
自
然
と
「
愉
悔
側
隠
の
心
」
が
わ
き
起
こ

オ
ド
オ
ド

り
、
罪
な
く
し
て
死
地
に
赴
く
牛
の
殻
僻
し
た
様
子
を
見
れ
ば
、
自
然
と
、
「
不
忍
の
心
」
が
わ
き
起
こ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、

「遇

・
:
、
自
能
知
j
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
先
ず
は
、
そ
の
状
況
に
遭
遇
し
た
時
に
、
自
ず
と
発
生
す
る
、
心
の
「
自
然
な
」

反
応
で
あ
り
(
「
自
」
)
、
そ
う
し
た
応
答
能
力

(「
能
」
)
を
、
本
来
、
人
は
固
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
「
知
る
」
と
は
、
目
の

前
に
あ
る
物
を
目
や
耳
と
言
っ
た
感
覚
器
官
を
媒
介
に
し
て
認
知
す
る
の
と
は
違

っ
て
、
「
独
処
」
に
お
い
て
、
内
心
の
事
実
と
し
て

「
知
む
」
、
す
な
わ
ち
、
加
熱
媒
介
的
に
、
直
接
経
験
の
事
実
と
し
て
感
知
し
、
覚
知
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
知
」
と

は
、
内
的
経
験
の
事
実
と
し
て
実
感
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
状
況
に
応
じ
て
、
心
が
絶
妙
な
配
合
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
現
出
さ
せ

る
「
音
こ
の
う
ち
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
な
「
休
悔
」
「
殻
鯨
」
の
よ
う
に
、

一
切
の
思
慮

(打
算
・
計
画
)
の
混
入
を
免
れ
た
、
純

粋
無
雑
な
る
も
の
こ
そ
が
、
「
最
初
一
念
」
、

「
一
念
霊
明
」
、
「

一
念
独
知
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
感
応
を
成
立
さ
せ
る
、

心
の
有
り
様
こ
そ
が
、
人
心
の
本
来
の
姿
(
所
謂
「
心
之
本
体
」
)
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
、
先
で
は
、
し

っ
か
り
と
自
覚
し
、
常
に
、

そ
れ
が
「
自
然
の
流
行
」
と
し
て
実
現
す
る
よ
う
に
、
保
持
し
、
更
に
は
、

養
い
育
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
推
し
広
げ
て
い
つ

ト
リ
プ
ル

て
、
他
者
に
、
世
界
に
、
あ
ま
ね
く
推
し
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
「
天
地
と
並
び
立
っ
て
参
関
係
を
作
る
」

(木
下
鉄
矢

『朱
烹
再

読
』
研
文
出
版

二
八一

頁
)
、
人
と
し
て
の
使
命
で
あ
り
、
工
夫
な
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
こ
う
し
た
人
聞
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
責
任
に
対
し
て
、
も
っ
と
自
覚
的
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
王
畿
は
考
え
る
。
「良



知
を
致
す
」
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
良
知
の
内
在
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
、
そ
の
現
出
の
具
体
的
現
場
に
お
い
て
、
そ
の
応
答
能
力
を
十

全
に
引
き
出
し
、
し
っ
か
り
と
発
揮
さ
せ
て
や
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
更
に
、
良
知
を
養
い
、
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
格
物
致
知
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

....L. 
ノ、

「良
知
を
致
す
」

王
守
仁
が
説
き
出
し
た
「
致
良
知
」
の
教
え
を
、
王
畿
は
、
「
孔
門
易
簡
直
裁
根
原
」
(
「
除
陽
曾
語
」
)
と
言
い
、
「
千
聖
之
秘
戴
」
(
「
意

識
解
」
「
水
西
別
言
」
等
)
と
言
い
、

「
千
古
之
、
秘
停
、
入
聖
之
捷
径
」
(
「
奥
潜
水
廉
」
)
と
言
い
、
更
に
は
、
「
良
知
を
致
す
こ
と
以
外
に
、

学
は
無
い
」
(
「
宛
陵
舎
語
」
「
答
呉
悟
蔚
」
等
)
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
た
。

ア
ー
ル

マ
イ
テ
ィ

し
か
し
な
が
ら
、
王
畿
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
そ
こ
ま
で
、
そ
の
教
え
の
無
謬
性
や
徹
頭
徹
尾
性
を
信
じ
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ

ゆ
え
、
全
て
を
良
知
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
人
た
ち
も
、
ま
た
、
確
か
に
多
く
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
質

聞
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
よ
く
物
語
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

波
演
張
子
(
張
士
侃
、
字
は
攻
夫
。

一
喜
三
i
一
六
O
九
)
が
言
っ
た
。
「
今
日
の
諸
公
は
、
誰
も
が
、
『
良
知
を
致
す
』

と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
説
き
ま
す
が
、
空
間
的
に
も
、
時
間
的
に
も
、
事
物
の
変
化
は
窮
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
た
だ
単
に
、
良
知
を
致
す

マ
ス
タ
ー

だ
け
で
、
聖
学
を
了
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の
で
は
、
実
際
、
信
じ
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」

減
漬
張
子
日
、

「今
日
諸
公
、
皆
説
致
良
知
、
天
下
古
今
事
物
之
饗
無
窮
、
若
謂
草
草
只
致
良
知
使
了
嘗
得
聖
撃
、
賓
是
信
不

及。
」
(「
留
都
倉
紀
」
『
王
畿
集
」
巻
四

九
三
頁
)

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

九



東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要

第
十
八
号

四
0 

王
守
仁
は
、
「
大
学
古
本
序
」
の
末
尾
に
お
い
て
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
学
は
「
致
知
に
尽
き
る
」
と
言
い
切
っ
た

(『
王
陽
明
会
集』

上
海
古
籍
出
版
社

二
四
三
頁
)
。

聖
学
の
本
質
は
、
「
良
知
を
致
す
(
天
性
と
し
て
の
良
知
を
完
全
に
発
揮
す
る
)
こ
と
に
、
尽
き
る
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
科
挙
の
試
験
に
備
え
て
、
朱
喜
…
の
注
釈
を
読
ん
で
き
た
者
た
ち
、
更
に
は
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
、
朱
子
学
の
教
義
を
深
く
学

び
、
そ
の
「
格
物
窮
理
」
と
「
居
敬
存
養
」
を
、
「
車
の
両
輪
、
鳥
の
両
翼
」
と
し
て
掲
げ
る
、
朱
子
学
の
方
法
論
に
慣
れ
親
し
ん
だ
者

イ

ー

ジ

ー

た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
、
簡
便
安
易
に
過
ぎ
る
も
の
と
目
に
映
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
で
、
本

当
に
い
い
の
か
。
こ
の
世
界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
、
事
物
の
変
化
は
窮
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、

自
己
の
「
良
知
」

の
完
全
無
欠
性
を
、
ま
る
ご
と
信
じ
切
っ
て
、
そ
の
「
良
知
」
を
発
揮
す
れ
ば
い
い
と
説
く
だ
け
で
、
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
。
口
を
関

け
ば
、
「
良
知
を
信
じ
ろ
、
と
こ
と
ん
信
じ
切
る
の
だ
l
」
と
言
、
つ
が
、
多
く
の
学
ぶ
者
た
ち
は
、
そ
こ
ま
で
良
知
な
る
も
の
の
完
全
無

ま
か

欠
性
を
信
じ
切
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
、
そ
ん
な
不
確
か
な
も
の
に
、

全
て
の
判
断
を
信
せ
切
る
(
「
信
得
及
」)
な
ど

と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
危
険
す
ぎ
て
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
あ
り
、
疑
問
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
至
極
当
然
な
疑
問
に
対
し
て
、
王
畿
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
、
そ
れ
が
千
年
来
の
課
題
で
も
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

こ
れ
は
、
昨
日
今
日
の
問
題
で
は
な
い
の
だ
。
た
だ
単
に
、
後
世
の
人
々
が
、
こ
れ
を
信
じ
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

孔
門
の
子
貢
や
子
張
と
い
っ
た
賢
人
た
ち
で
さ
え
も
、
信
じ
切
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
[
理
を
]
外
に
求
め
る
こ
と
か
ら
脱

し
き
れ
ず
、
多
く
学
び
、
多
く
聞
き
、
多
く
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
[
外
か
ら
知
識
を
]
補
填
す
る
こ
と
で

[
良
知
の
]
発
動
を
助

け
よ
う
と
す
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
当
時
、
た
だ
顔
子
だ
け
が
、
良
知
を
信
じ
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
[
そ
こ
で
]
ひ
た

す
ら
、
[
外
に
求
め
ず
、
内
な
る
]
心
性
の
上
に
功
夫
を
用
い
た
の
で
、
孔
子
は
、
そ
の
好
学
[
の
姿
勢
]
を
称
賛
し
た
の
で
あ

っ



-つっ

た
D

ひ
た
す
ら
、
自
分
自
身
の
思
り
と
過
ち
[
と
い
っ
た
、
我
が
身
に
切
実
な
場
]
に
お
い
て
、
[
怒
り
を
]
遷
さ
な
い
(
八
つ
当
た

り
し
な
い
)
、
[
同
じ
過
ち
を
]
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い

[
と
い
う
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
る
]
。
こ
れ
が
、
多
く
学
び
、
多
く
聞
き
、

多
く
見
ょ
う
と
し
た
[
子
貢
た
ち
の
「
学
び
」
の
姿
勢
]
と
は
、
な
ん
ら
関
係
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
孔
子
は
、
多
く
学
ん
で

'ν
司。

識
す
こ
と
は
[
本
当
の
学
と
は
]
別
物
で
あ
り
、
聞
見
の
知
に
も
と
づ
い
て
知
識
を
選
ぶ
こ
と
は
本
当
に
分
か
る
と
い
う
こ
と
に
お

い
て
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
ハ
ツ
キ
リ
言
い
切
っ
て
い
る
。

此
非

一
朝
一
夕
之
故
、
不
但
後
世
信
此
不
及
、
難
在
孔
門
子
貢
子
張
諸
賢
、
使
巳
信
不
及
、
未
免
外
求
、
未
免
在
多
皐
多
聞
多

見
上
湊
補
助
装
。
嘗
時
惟
顔
子
信
得
此
及
。
只
在
心
性
上
用
工
、
孔
子
稀
其
好
皐
。
只
在
自
己
怒
輿
過
上
不
選
不
武
。
此
欲
多

同
学
多
聞
多
見
有
何
千
。
孔
子
明
明
説
破
、
以
多
民
一
T

而
識
為
非
、
有
聞
見
擦
識
為
知
之
次
。
(
向
上
)

孔
子
が
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
良
知
の
完
全
無
欠
性
を
信
じ
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
く
学
び
、

多
く
聞
き
、
多
く
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
外
に
知
識
を
求
め
、
そ
れ
を
収
拾
積
累
す
る
こ
と
で
、
良
知
の
働
き
を
補
助
し
て

い
こ
う
と
い
う
学
派
が
、
孔
子
の
門
人
た
ち
の
中
に
も
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
、
と
王
畿
は
言
、
っ
。
子
貢

・
子
張
の
一
派
の
学
、
す
な

わ
ち
、
「
多
学
」
「
外
求
」
派
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
顔
子
の
み
が
、
孔
子
の
血
脈
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
、
自
己
の

良
知
の
完
全
無
欠
性
を
信
じ
て
、
そ
の
十
全
な
る
実
現
・
発
揮
を
目
指
し
て
、
自
己
の
心
性
の
上
に
工
夫
を
用
い
て
い
た
。
そ
の
工
夫
と

は
、
す
な
わ
ち
、
臨
機
応
変
、
変
動
周
流
し
て
、
善
を
自
由
自
在
に
創
出
す
る
、
良
知
本
来
の
優
れ
た
働
き
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
の

「
欲
望
」
や
「
意
見
」
を
、
こ
と
ご
と
く
取
り
除
く
、
所
謂
「
減
権
法
」
(
「
南
遊
舎
紀
」

『王
畿
集
』
巻
七

一
五
七
頁
)
で
あ
る
。
孔
子
が

「
好
学
」
と
称
し
た
所
以
も
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
陸
九
淵
が
、
「
夫
子
の
、
顔
子
に
分
付
せ
し
事
業
、
亦
た
、
寛
に
、

復
た
伝
わ
ら
ざ
る
な
り
」
(
『陸
象
山
語
録
』
巻
上
・
十
五
条

『陸
九
淵
集
』
中
華
書
局

九
七
頁
)
と
言
い
、
王
守
仁
が
「
顔
子
没
し
て
聖

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

四
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向
晶
子
亡
ぶ
」
(
「
別
湛
甘
泉
序
」

『王
陽
明
全
集
』
巻
七

二
三

O
頁
)
と
言
っ
た
よ
う
に
、
顔
子
の
早
す
ぎ
た
死
が
、
聖
学
(
日
心
学
)
の
血
脈
を

断
絶
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
、
孟
子
で
あ
り
、
そ
の
良
知
の
思
想
で
あ
る
。
王
畿
の
答
え
は
、
更
に
続
く
。

[
こ
こ
で
]
所
謂
一
と
は
、
所
謂
知
の
上
と
は
、
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。
孟
子
は
、
孔
子
を
学
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
、
良
知
を
提
出

し
て
人
々
に
示
し
、
更
に
、
夜
気
虚
明
[
の
説
]
に
よ
っ
て
、
教
え
の
枢
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、
こ
の
一
点
の
虚
(
自
由
自

在
)
に
し
て
、
明
ら
か
(
明
断
分
明
)
な
る
も
の
こ
そ
が
、
ほ
か
で
も
な
い
、
聖
に
分
け
入
る
機
(
転
換
装
置
/
ス
イ
ッ
チ
)
な
の
で
あ

る
。
常
に
、
こ
の
一
点
の
虚
明
な
る
も
の
を
大
切
に
保
持
し
続
け
て
、
日
中
[
の
欲
望
]
に
よ

っ
て
、
縛
り
付
け
た
り
、
滅
ぼ
し
た

り
し
な
い
こ
と
が
、
「
知
を
致
す
」
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
で
も
な
い
、
こ
れ
こ
そ
が
聖
学
で
あ
る
。
も
と
よ
り
無
中
に
有
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
る
。
顔
子
は
、
内
面
の
無
な
る
も
の
(
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
、
内
な
る
「
天
則
と
し
て
良
知
」
)
に
も
と
苧
つ
い
て
行
動

し
た
が
、
子
貢
や
子
張
は
、
外
面
の
有
な
る
も
の
(
後
付
け
・
外
付
け
の
「
知
識
」
)
に
も
と
づ
い
て
、

や
り
抜
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ

た
。
無
(
無
規
定

・
無
限
定
)
な
る
も
の
は
探
求
し
づ
ら
い
が
、
[
「
格
套
」
や
「
典
要
」
の
よ
う
な
]
有
な
る
も
の
は
見
易
い
。
だ
か

ら
、
子
貢
や
子
張
一
派
の
学
術
は
、
後
世
に
広
く
伝
え
ら
れ
、
そ
し
て
、

顔
子
の
学
は、

や
が
て
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
後
世
の
学
ぶ
者
た
ち
は
、
多
く
学
び
、
多
く
聞
き
、
多
く
見
る
と
い
う
教
説
を
踏
襲
し
、
そ
こ
で
、
「
初
め
に
、
多
く
学
ん
で

お
い
て
こ
そ
、
そ
の
後
で
、

一
貫
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
初
め
に
、
多
く
聞
き
、
多
く
見
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
、
聞
見
に

頼
ら
な
く
て
も
分
か
る
よ
う
に
な
る
」
と
一
吉
う
の
だ
。
こ
れ
が
踏
襲
の
弊
害
で
あ
る
。
初
学
と
聖
人
の
学
と
は
、

ほ
か
で
も
な
く
、

未
熟
と
熟
練
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
前
に
も
後
に
も
、
二
つ
の
道
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、
二
つ
の
道
が
あ
る

と
し
た
ら
、
孔
子
が
、
ど
う
し
て
、
そ
れ
(
「
多
学
」
)
を
否
定
し
て
(
『論
語
」
衛
霊
公
続
の
「
子
日
、
賜
也
、
女
以
予
魚
多
向
学
而
識
之
者
輿
。

針
目
、
然
。
非
奥
。
目
、
非
也
。
予

一
以
貫
之
。」

を
指
す
)
、
初
学
者
を
誤
ら
せ
た
り
、
聞
見
を
第
二
義
と
し
た
り
す
る
(
述
而
筋
の
「
多



間
捧
主
バ
善
者
而
従
之
、
多
見
而
識
之
、
知
之
次
也
。」
を
指
す
)
だ
ろ
う
か
。
普
く
学
ぶ
者
で
あ
れ
ば
、
[
あ
れ
こ
れ
言
辞
を
弄
さ
な
く
て

も
]
暗
黙
の
内
に
了
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

所
謂
一
、
所
謂
知
之
上
何
所
指
也
。
孟
子
願
向
学
孔
子
、
提
出
良
知
示
人
、
又
以
夜
気
虚
明
護
明
宗
要
、
只
此
一
軸
虚
明
便
是
入

聖
之
機
、
時
時
保
任
此
一
世
相
虚
明
、
不
為
日
一
童
精
亡
、
使
是
致
知
。
只
此
使
是
聖
皐
。
原
是
無
中
生
有
。
顔
子
従
裡
面
無
庭
倣

出
来
、
子
貢
子
張
従
外
面
有
鹿
倣
進
去
。
無
者
難
尋
、
有
者
易
見
、
故
子
貢
子
張
一
派
向
学
術
流
惇
後
世
、
而
顔
子
之
島
T

遂
亡
。

後
之
内
学
者
、
沿
習
多
皐
多
聞
多
見
之
説
、
乃
謂
初
須
多
事
、
到
後
方
能
一
貫
、
初
須
多
聞
多
見
、
到
後
方
能
不
籍
聞
見
而
知
、

此
相
沿
之
弊
也
。
初
皐
奥
聖
人
之
皐
、
只
有
生
熟
不
問
、
前
後
更
無
雨
路
。
若
有
雨
路
、
孔
子
何
故
非
之
以
誤
初
拳
之
人
、
而

以
聞
見
為
第
二
義
。
在
善
向
学
者
歎
而
識
之
。
(
向
上
)

顔
子
が
孔
子
か
ら
受
け
継
い
だ
学
と
は
、

い
か
な
る
学
だ
っ
た
の
か
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
、
「
裡
面
の
無
な
る
処
」
か
ら
行
為
を
起

ち
上
げ
る
こ
と
。
「
混
沌
の
中
よ
り
根
基
を
立
て
る
」
(
「
斗
山
曾
語
」

『王
畿
集
』
巻
二

二
八
頁
)
こ
と
。
そ
う
し
た
無
規
定
・
無
限
定
な

る
本
体
を
、
倫
理
の
根
つ
こ
と
し
て
、
常
に
、
そ
こ
か
ら
「
日
〉
新
た
」
に
、
行
動
を
起
ち
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
「
裡
面
の
無
な

る
鹿
」
と
は
、
他
で
も
な
い
、
「
心
の
本
体
」
で
あ
る
。
心
の
本
体
の
「
無
」
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
王
守
仁
の
四
句
教
で
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
王
畿
は
、
そ
の
真
正
な
る
継
承
者
で
あ
り
、
更
な
る
推
進
者
で
あ
っ
た
(
「
天
泉
讃
道
紀
」
)
。
「
天
泉
誼
道
紀
」
が
、
王
畿

の
冒
頭
を
飾
っ
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
意
味
深
い
。
心
の
本
体
が
「
無
善
無
悪
」
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

「
意
」
、
す
な
わ
ち
、
「
一
念
独
知
」
も
ま
た
「
無
善
無
悪
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
「
無
」
と
言
っ
て
も
、
老
仏
流
の
「
空
無
」
で

の
『
全
集
」

は
な
い
、
既
成
の
善
悪
の
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
場
に
応
じ
て
、
そ
の
事
物
に
即
し
て
、
「
変
動
周
流
」
し
て
窮
ま
り
な

く
、
自
由
無
擬
、
聞
達
自
在
に
善
を
創
出
し
て
己
ま
な
い
運
動
を
表
す
、
儒
家
的
「
無
」
の
思
想
H

概
念
で
あ
る
。
こ
の

「無
」
な
る
処

玉
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

四
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に
「
根
基
」
を
打
ち
立
て
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
、
良
知
心
学
の
本
領
で
あ
り
、
真
骨
頂
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
上
根
の
人
は
、
無
善

無
悪
の
心
躍
を
悟
得
せ
ば
、
使
ち
、
無
な
る
庭
よ
り
、
根
基
を
立
つ
」
(
「
天
泉
誼
道
紀
」

『王
畿
集
』
巻一

こ
の
「
無
」
な
る
処
に
う
ち
立
て
ら
れ
た
根
基
か
ら
、
自
由
無
擬
、
臨
機
応
変
に
、
繰
り
出
さ
れ
る
感
応
が
、
そ
の
間
髪
を
容
れ
な
い
、

二
頁
)
と一
一=口う。

素
早
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
王
畿
は
、
そ
れ
を
「
真
機
の
神
応
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、

一
切
、
人
力
の
与
る
余
地
が
な
い
、

天
性
の
自
然
の
流
行
で
あ
っ
た
。

七

性
善
説
の
意
義

オ
ド
オ
ド

斉
王
が
堂
下
の
[
罪
も
な
い
の
に
死
地
に
導
か
れ
て
行
く
]
牛
を
見
て
殻
鯨
し
た
り
、
全
て
の
人
が
井
戸
に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る

乳
飲
み
子
を
見
れ
ば
怜
悔
し
た
り
、
道
端
の
物
乞
い
が
「
オ
イ
!
コ
ラ
1

」
呼
ば
わ
り
さ
れ
、
足
蹴
に
さ
れ
て
食
べ
物
を
施
さ
れ
た

い

さ

ぎ

よ

、

り
し
た
ら
、
そ
れ
を
潔
し
と
せ
ず
、
受
け
取
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
「
真
機
の
神
応
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
力
の
与
る
余
地
は

な
い
。
ど
う
し
て
、
普
段
か
ら
多
く
学
ん
だ
結
果
と
し
て
始
め
て
で
き
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
[
こ
の
]
殻
鯨
の
一
念
を
拡

充
す
れ
ば
、
天
下
に
王
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
が
で
き
、
怖
協
の
一
念
を
拡
充
す
れ
ば
、
四
海
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
潔
し
と
せ
ず

に
受
け
取
ら
な
か
っ
た
、
そ
の
一
念
を
拡
充
す
れ
ば
、
義
は
用
い
き
れ
な
い
く
ら
い
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
孔
子
か
ら
孟
子
に
受
け

継
が
れ
た
教
え
の
本
質
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
斉
王
見
堂
下
之
牛
而
殻
鯨
、
凡
人
見
入
井
之
龍
子
而
愉
傷
、
行
道
乞
人
見
呼
蹴
之
食
而
不
屑
不
受
。
真
機
神
腰
、
人
力
不
得
而

奥
、
量
待
平
時
多
血
字
而
始
能
。
充
殻
鯨
一
念
便
可
以
王
天
下
、
充
悌
悌

一
念
使
可
以
保
四
海
、
充
不
屑
不
受
一
念
義
使
不
可
勝

用
。
此
可
以
窺
孔
孟
宗
傍
之
旨
失
。
(
「
留
都
合
紀
」
『王
畿
集
』
巻
四

九
三
頁
)



こ
こ
で
、
孟
子
が
「
良
知
」
の
具
体
的
展
開
と
し
て
挙
げ
る
「
殻
鯨
(
オ
ド
オ
ド
す
る
こ
、
「
協
傷
(
ハ
ツ
と
驚
く
)」
、
「
不
屑

(拒
絶
す

一
連
の
情
動
的
反
応
を
、
王
畿
は
「
真
機
の
神
応
」
と
捉
え
る
。
こ
う
し
た
と
ら
え
方
、
こ
の
言
葉
H

概
念
こ
そ
が
、

あ
る
意
味
、
「
一
念
」
の
思
想
の
核
心
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
「真
機
」
に
つ
い
て
は
、
後
で
再
び
検
討
す
る
が
、
そ
れ
は
、
端
的
に
言
え

る
こ
と
い
っ
た
、

自
ず
か
ら
な
る
働
き
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
「
神
応
」
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
聞
に
、

ば
、
「
良
知
」
の
優
れ
た
働
き
を
言
い
表
し
た
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
人
知
・
人
力
の
与
る
こ
と
の
な
い
、
真
正
な
る
「
生
機
」
の
、

ス
ピ
ィ
1
デ
ィ

一
切
の
人
智
や
思
慮
を
差
し
挟
む
こ
と
な
く
、
神
速
な

感
応
を
実
現
す
る
と
い
う
特
性
を
言
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
、
「
神
感
神
応
」
(
「
天
泉
設
道
紀
」
「
書
同
心
冊
巻
」
「
致
知
議
帰
」
な
ど
多

数
)
と
も
言
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、

【*】

一
口
に

「感
応
」
と
言
わ
れ
る
が
、
分
析
的
に
言
え
ば
、
感
と
応
と
に
分
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
堂
下
之
牛
」
「
入
井

之
靖
子
」
「
呼
蹴
之
食
」
と
い
っ
た
「
物
H

事
」
を
「
見
る
」
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
が
「
感
」
と
な
っ
て
、
実
践
主
体
と
し
て
の
我
の

心
か
ら
「
殻
鯨
」
、
「
怖
悔
」
、
「
不
屑
」
と
い
う
「
一
念
」
の
「
応

(
応
答
こ
を
引
き
出
す
。
た
だ
し
、
こ
の
「
感
」
と
「
応
」
と
は
、

直
線
的
な
物
理
的
時
間
の
流
れ
の
上
に
、
継
起
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
運
動
の
連
鎖
上
に
定
位
で
き
る
、
特
定
の
二
つ
の
点
で
は
決
し
て

な
い
。
良
知
の
感
応
は
、
間
髪
を
容
れ
ず
、

一
瞬
に
し
て
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
、

ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
欲
望
も
、
ま
た
、

小
さ
な
「
思
慮
」
(
打
算
・
計
画
心
)
や
意
見
で
す
ら
、
本
来
、

一
切
、
差
し
挟
む
間
隙
は
な
い
。
そ
こ
に
欲
望
や
思
慮
や
意
見
が
、
少
し

で
も
混
入
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
「
妄
念
」
(
「
天
柱
山
房
曾
語
」
「
別
曾
見
蓋
漫
語
摘
略
」
)
で
あ
る
。
「
神
感
」
と
は
、
そ
う
し
た
、

切
の

人
の
意
志
・
意
念
が
入
り
込
む
間
隙
の
無
い
、
「
耐
熱
心
」
の
感
応
を
言
う
の
で
あ
る
。
「良
知
は
、
無
思
無
為
、
自
然
の
神
麿
」

(「
撫
州
擬

現
歪
舎
語
」

『王
畿
集
』
巻

半
後
に
再
び
取
り
上
げ
る
)
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
も
は
や
、
主
/
客
、
内
/
外、

二
五
頁

白
/
他
の
別
は
存
在
し
な
い
。
「
一
念
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
「
こ
と
は
、
分
け
ら
れ
な
い
こ
と
。
こ
の
「
一
念
」
に
お
い
て
、

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

四
五
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主
/
客
、
内
/
外
、
自
/
他
の
別
は
無
い
。

*
朱
喜
…
は
、
「
感
応
」
に
つ
い
て
、
「
感
か
す
所
以
の
者
は
皆
な
外
従
り
生
ず
。
感
ず
る
所
以
の
者
は
皆
な
中
従
り
出
づ
。」
(
「
答
陳
安
卿
」

『朱

子
文
集
』
巻
五
七
)
と
言
っ

て
い
る
。
「
感
」
を
「
外
」
か
ら
や
っ
て
来
る
も
の
、
「
応
」
を
「
中
(
内
こ
か
ら
出
て
く
る
も
の
、
と
し
て

内
/
外
に
分
配
し
て
い
る
。
そ
の
両
端
に
、
客
体
と
し
て
の
「
物
」
と
、
主
体
と
し
て
の
「
我
」
と
が
分
別
さ
れ
、
定
位
さ
れ
る
。
主一
客
内

外
二
元
論
の
論
理
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
朱
事
…
の
、
こ
う
し
た
二
元
論
も
、
便
宜
的
な
図
式
化
で
あ
ろ
う
が
、
王
畿
は
、
こ
う
し
た
二
元
論

的
な
図
式
化
を
、
徹
底
し
て
退
け
る
。
実
在
の
本
質
は
一
元
(
海
然
一
体
)
で
あ
り
、

二
元
論
は
、
人
智
の
賢
し
ら
、
八
万
別
意
識
に
よ
る
按

排
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
分
別
に
拘
泥
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、
「
支
離
」
「
沈
空
」
の
弊
害
が
待
ち
受
け
て
い
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

「
此
の
念
、
動
静
無
し
。
往
来
、
日
月
に
同
じ
。
処
も
無
く
、
亦
た
、
方
も
無
し
。
之
れ
有
れ
ば
、
即
ち
、
惑
を
成
す
。
語
を
寄
す
、
同
心
の

人
。
切
に
分
別
を
生
ず
る
こ
と
莫
か
れ
。」
(
「
次
白
石
年
兄
青
原
論
挙
韻
」

「
王
畿
集
』
巻
十
八

五
六
O
頁
)

こ
の
よ
う
に
、
王
畿
は
、
頻
繁
に
、
「
無
」
を
説
き
、
「
神
」
を
説
き
、
「
虚
」
や
「
寂
」
を
説
い
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
は
、

玄
妙
不
可
解
な
道
理
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
奇
特
深
遠
な
哲
理
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
人
が
生
き

て
い
く
上
で
の
、
ご
く
当
た
り
前
の
、
日
常
性
の
倫
理
、
人
と
し
て
あ
る
べ
き
道
を
説
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
極
め
て
、
卑
近
に
し
て
、

シ
ン
プ
ル

簡
易
な
道
理
を
説
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
意
義
や
意
味
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
分
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
今
の
時
代
こ
そ
が
、
ど
こ
か
し
ら
病
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
王
畿
の
考
え
で
あ
ろ

ぅ
。
(
そ
れ
は
、
王
畿
の
時
代
に
限
ら
ず
、
今
、
我
々
が
生
き
て
い
る
時
代
に
つ
い
て
も
、

言
え
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。)
何
よ
り
も
、
儒
教
と

は
、
日
常
性
の
倫
理
、
す
な
わ
ち
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、

一吉
い
続
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
思
想
で
あ



り
、
そ
札
を
身
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
た
運
動
で
あ
っ
た
。

今
日
、
良
知
の
説
は
、
誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

ほ
ん
と
う
に
自
己
の
良
知
を
致
す
こ
と
が
で

き
た
者
が
ど
れ
だ
け
い
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
く
だ
く
だ
し
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
玄
妙
さ
も
な
け
れ
ば
、
崇
め

，、HA
u
l

、身。

奉
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
奇
特
さ
な
ど
も
な
い
。
外
物
へ
と
向
か
っ
て
い
く
、
種
々
の
精
神
を
一
点
に
集
中
さ
せ
、
「

一
念

い
場
企

l
l

ニニ

独
知
」
、
す
な
わ
ち
、
人
知
れ
ず
、
「
良
知
」
が
輝
い
た
、
そ
の
「
一
念
」
現
出
の
現
場
に
お
い
て
、
そ
れ
に
誠
実
に
取
り
組
み
、

自
ら
の
意
念
を
、
[
自
己
の
良
知
に
照
ら
し
て
]
反
省
吟
味
し
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
あ
っ
て
も
、
改
め
る
べ
き
過
ち
に
気
づ
け
ば
、

の

す
ぐ
さ
ま
、
そ
の
場
で
[
そ
の
刻
に
]
、
[
そ
の
過
ち
を
]
徹
底
的
に
払
い
除
け
、
す
っ
か
り
、
清
め
尽
く
す
と
い
う
効
果
を
収
め

て
こ
そ
、
は
じ
め
て
行
き
届
い
た
工
夫
と
な
る
。
も
し
も
、
気
暁
だ
け
で
持
ち
こ
た
え
よ
う
と
し
た
り
、
頭
で

っ
か
ち
の
理
解
だ

け
で
満
足
し
、
型
に
は
ま
っ
た
規
則
に
よ
り
か
か
り
な
が
ら
、
倣
慢
に
も
、
道
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
あ
が
っ
た
り
す
れ
ば
、
[
そ

ん
な
の
は
]
世
間
の
、
あ
く
せ
く
と
し
て
、
心
身
を
労
し
て
、

華
や
か
さ
を
求
め
た
り
権
勢
や
利
欲
に
奔
る
者
と
、
ち
ょ
っ
と
ば

か
し
の
違
い
は
あ
る
が
、
ま
だ
本
源
を
つ
か
み
き
っ
て
お
ら
ず
、
性
命
[
合
一
体
と
し
て
の
人
間
の
実
存
]
に
寄
与
し
て
い
な
い

と
い
う
点
で
は
、
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
で
あ
る
。

今
日
良
知
之
説
、
人
執
不
問
。
然
能
賓
致
其
知
者
有
幾
。
此
中
無
玄
妙
可
説
、
無
奇
特
可
尚
。
須
終
種
種
向
外
精
神
打
併
婦
一
、

従
一
念
濁
知
庭
撲
賞
理
舎
、
自
省
自
訟
、
時
時
見
得
有
過
可
改
、
徹
底
掃
蕩
、
以
牧
廓
清
之
致
、
方
自
疋
入
微
工
夫
。
若
従
気
晩

上
支
持
、
知
解
上
湊
泊
、
格
套
上
依
傍
、
倣
然
以
為
道
在
於
是
、
雌
血
(
世
之
昔
笹
役
役
、
紛
華
勢
利
者
梢
有
不
問
、
其
為
未
得

本
原
、
無
補
於
性
命
、
則
一
而
己
。
(
「
水
西
命
日
約
題
詞
」
『
王
畿
集
』
巻
二

二
九
頁
)

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

四
七
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例
え
ば
、
王
畿
が
、
し
ば
し
ば
引
く
、
孟
子
の
言
葉
に
、
再
び
注
目
し
て
み
よ
う
。
孟
子
の
性
善
説
は
、
あ
ま
り
に
も
言
い
古
さ
れ
て

き
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
さ
し
て
新
鮮
み
の
な
い
、
む
し
ろ
、
現
実
か
ら
程
遠
い
、

ナ
イ
ー
ブ
な
理
想
主
義
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
否
定
的

に
、
「
キ
レ
イ
ゴ
ト
」
と
し
て
、

一
笑
に
付
さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
国
と
い
う
「
食
人
」
の
時
代
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
説
を
敢
え
て
唱
え
た
こ
と
に
こ
そ
、
そ
の
意
味
は
あ
っ
た
、
と
き
守
え
よ
う

〔*〕
。

*
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
今
、

『孟
子
』
を
読
む
こ
と
の
意
味
|
|
l
性
善
説
の
現
代
的
意
義
|
|
」
(
『プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
l
ク
』
第
7
号

二
O
O
六
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
長
く
な
る
の
で
あ
え
て
繰
り
返
さ
な
い
が
、
次
の
文
章
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
代
わ
り

と
し
た
い
。
ヵ
ン
デ
ィ
1
に
と
っ
て
の
「
伝
統
」
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
だ
が
、
傍
線
部
中
の
「
伝
統
」
を
、
「
本
性
」
に
置
き
換
え

て
読
む
こ
と
で
、
孟
子
の
性
善
説
の
意
義
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
ガ
ン
デ
ィ
l
に
と
っ
て
の
「
信
仰
」
や
「
伝
統
」
は
、

現
実
に
無
意
識
の
う
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
再
帰
的
な
存
在
で
す
。
「
伝
統
」
と
は
そ
の
あ
た
り
に
転
が
っ
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
客
体
化
し
、
じ
っ
く
り
と
再
定
義
し
た
上
で
、
音
ル
思
を
も
っ
て
引
き
受
け
直
す
も
の
で
す
。
「
伝
統
」
は
、

そ
れ
が
伝
統
そ
の
も
の
と
し
て
目
の
前
に
存
在
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
「
伝
統
」
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
す
。
」
(
中
島
岳
志

『ガ
ン
デ
イ

ー
か
ら
の
問
い
|
君
は
「
欲
望
」
を
捨
て
ら
れ
る
か
|
』
N
H
K
出
版

二
O
O
九

六
回
頁

*
傍
線
小
路
口
)
。

何
よ
り
も
、
人
は
誰
で
も
、
人
間
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
、
種
を
異
に
す
る
、
牛
の
よ
う
な
動
物
を
も
含
め
て
、
他
者
が
苦
し
ん
で
い
る

様
子
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
、
そ
れ
を
ほ
っ
と
け
な
い
、
見
過
ご
せ
な
い
、
見
殺
し
に
出
来
な
い
、
と
い
う
己
む
に
己
ま
れ
ぬ
、
内
発

的
な
心
が
湧
き
起
こ

っ
て
く
る
で
は
な
い
か
、

と
孟
子
は
問
い
か
け
る
。
そ
し
て
、

孟
子
は
、
こ
う
し
た
他
者
の
苦
し
み
に
無
関
心
で
は

い
ら
れ
な
い
心
に
、
「
不
忍
の
心
」
、
あ
る
い
は
、
「
側
隠
の
心
」
と
い
う
名
前
を
与
え
た
。
お
そ
ら
く
、
今
ま
で
、
名
前
す
ら
な
か
っ
た



炉
、
人
は
、
そ
う
し
た
心
、
す
な
わ
ち
、
他
者
の
苦
し
み
の
現
場
に
遭
遇
し
て
、
な
ん
と
も
、

い
た
た
ま
れ
な
い
、
落
ち
着
か
な
い
、
も

や
も
や
と
し
た
、

言
葉
に
な
ら
な
い
情
動
を
、
胸
に
抱
い
て
生
き
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
心
の
引
き
起
こ
す
矛
盾
に
、
葛
藤
に
、

〔*・]

苦
し
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
孟
子
は
、
そ
れ
が
、
「
不
忍
の
心
」
で
あ
り
、
「
側
隠
の
心
」
で
あ
る
と
、
そ
の
情
動
に
、

名
前
を
与
え
、
定
義
し
、

ー
ー
す
な
わ
ち
、
「
客
体
化
」
し
て
|
|
、
し
か
も
、
そ
れ
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
人
間
の
本
性
に
由
来
す
る
心

の
発
露
、
端
緒
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
更
に
は
、
そ
の
心
が
引
き
起
こ
す
矛
盾
や
葛
藤
を
、
決
し
て
、
見
過
ご
し
た
り
、

や
り
過
ご
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
真
っ
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
更
に
は
、
そ
の
心
を
、
人
の
本
心
と
し
て
、
自
ら
意
思
を
も
っ
て
、
引

き
受
け
直
し
、
そ
れ
を
大
切
に
養
い
育
て
、
常
に
保
持
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
孔
子
の
説
い
た
仁
愛
に
満
ち
た
世
界
を
実
現
し
て
い
く

為
に
は
、
不
可
欠
な
人
間
の
義
務
で
あ
り
、
責
任
で
あ
る
こ
と
を
、
高
ら
か
に
説
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
は
、
そ
こ
に
こ

ト
リ
プ
ル

そ
、
人
間
存
在
の
存
在
意
義
が
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
天
地
の
聞
に
、
人
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
味
(
「
天
地
と
並
び
立
っ
て
参
関
係
を
作

る
」
存
在
と
し
て
の
意
義
)
が
あ
る
、
と
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。
人
と
し
て
の
使
命
、
義
務
、
存
在
意
義
を
高
ら
か
に
説
き
出
し
た
の
で
あ

る
。
人
間
は
、
決
し
て
、
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
、

つ
ま
ら
な
い
、
生
き
る
に
値
し
な
い
、
価
値
の
な
い
存
在
な
ど
で
は
な
く
、
誰
で
も
、

皆
、
こ
の
「
不
忍
の
心
」
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
一
点
に
お
い
て
、
既
に
し
て
、
常
に
、
こ
の
天
下
に
お
い
て
、
か
け
が
え
の
な

ぃ
、
優
れ
た
存
在
、
「
万
物
の
霊
長
」
で
あ
る
こ
と
を
、
力
強
く
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
「
不
忍
の
心
」
を
端
緒
と
す
る
「
仁
」
の
実
現
を
、

天
か
ら
人
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
し
て
、
引
き
受
け
て
立
つ
こ
と
の
意
味
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
性
善
説
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の

意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
一
吉
守
え
よ
う
。
力
で
も
っ
て
、
人
間
以
外
の
他
者
を
支
配
す
る
存
在
で
は
な
く
、
他
で
も
な
い
、
《
倫
理
》
の
力

に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
聞
は
、
真
に
「
万
物
の
霊
長
」
た
り
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

*
わ
れ
わ
れ
人
類
は
、
太
古
の
昔
か
ら
、
生
き
る
た
め
に
、

他
の
生
き
物
を
殺
し
、
そ
れ
を
食
っ
て
き
た
。
生
き
る
た
め
に
、

他
の
生
き
物
を

王
畿
の
「
一
念
」
の
恩
想

四
九
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殺
し
て
き
た
。
日
々
、
行
わ
れ
る
肉
食
が
も
た
ら
す
、
う
し
ろ
め
た
さ
、
や
ま
し
さ
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
意
識
。
孟
子
の
、
次
の
発
言
は
、

そ
う
し
た
現
実
に
向
き
合
い
、
矛
盾
に
苦
し
み
、
葛
藤
し
続
け
て
き
た
、
人
類
の
血
な
ま
ぐ
さ
く
も
、
う
し
ろ
め
た
い
歴
史
を
、
背
後
に
秘

め
て
い
る
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
君
子
之
於
禽
獣
也
、
見
其
生
、
不
忍
見
其
死
。
聞
其
接
、
不
忍
食
其
肉
、
是
以
君
子
遠
庖
厨
也
。
」

(
梁
恵
王
上
篇
)
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
、
距
離
の
取
り
方
、
深
い
智
恵
が
、
す
な
わ
ち
、
殺
裁
の
現
場
で
あ
る
「
庖
厨
」
を
「
遠
ざ
け

る
」
と
い
う
道
で
あ
る
。
こ
の
道
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
進
化
し
た
形
で
、
組
織
的
・
構
造
的
に
続
い
て
い
る
。
そ

の
行
き
着
く
と
こ
ろ
が
、
す
な
わ
ち
、
「
無
痛
化
文
明
」
(
森
岡
正
博
)
で
あ
る
。

ま
た
、
人
は
、
た
と
え
、
物
乞
い
の
よ
う
な
、
社
会
の
底
辺
に
位
置
す
る
人
間
で
す
ら
、
あ
た
か
も
、
犬
や
猫
の
よ
う
に
、

オ
イ
!
コ

ラ
!
と
呼
ば
れ
、
足
蹴
に
さ
れ
て
、
食
べ
物
を
与
え
ら
れ
た
な
ら
、
決
し
て
、
そ
れ
を
受
け
取
る
こ
と
を
潔
し
と
は
し
な
い
心
を
持
っ
て

い
る
。
人
間
と
し
て
の
誇
り
が
あ
る
。
自
尊
心
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
無
条
件
に
認
め
る
こ
と
、
決
し
て
侵
害
し
な
い
こ
と
、
そ
こ
に
こ
そ
、

人
の
義
が
あ
る
。
道
端
の
物
乞
い
に
も
、

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
厳
と
誇
り
が
あ
る
こ
と
を
、

孟
子
は
説
く
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
心
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
存
在
は
尊
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、

互
い
に
認
め
合
っ
て
生
き
て
い
く
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
人
の
義
が
あ
る
。

こ
こ
に
こ
そ
、
孟
子
の
説
い
た
性
善
説
の
真
の
意
義
、
そ
し
て
、
今
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
意
義
は
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
心
、
す
な
わ
ち
、
「
不
忍
の
心
」
を
、
人
は
、
誰
し
も
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
、

天
か
ら
賦
与

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
人
力
の
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
、
天
性
・
本
性
と
し
て
、
人
は
固
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
も
と
よ
り
、
「
不
学
不

慮
」
、
後
天
的
に
学
習
す
る
こ
と
で
獲
得
し
た
り
、
思
慮
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
身
に
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
先
天
的
に
備

わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
真
機
の
神
応
に
し
て
、
人
力
、
得
て
与
ら
ず
、
量
に
、
平
時
の
多
学
を
待
ち
て
始
め
て
能
く
せ
ん
」
と
は
、

こ
の
謂
い
で
あ
る
。



}¥ 

「真
機
の
神
応」

こ
の
「
真
機
の
神
応
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
再
び
注
目
し
た
い
。
王
畿
、
独
特
の
言
い
振
り
で
あ
る
。
「
機
」
と
は
、
か
ら
く
り
、

仕
掛
け
で
あ
る
。
小
さ
な
力
を
大
き
な
力
に
変
換
す
る
ス
イ
ッ
チ
機
能
(
転
換
器
)
を
装
備
し
た
、
機
械
装
置
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ

は
、
し
ば
し
ば
、
「
生
機
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
生
き
た
仕
掛
け
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
自
身
、
自
律
的
に
運
動
変
化
し
、
生
生
発
展
し

て
己
ま
な
い
、
持
続
可
能
性
を
備
え
た
、
生
き
た
仕
掛
け
で
あ
る
。
心
は
、
本
来
、
感
応
を
つ
か
さ
ど
る
器
官
H

機
関
で
あ
る
。
外
か
ら

の
、
様
々
な
は
た
ら
き
か
け
(
感
)
に
対
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
応
答
(
応
)
を
、
絶
妙
の
配
合
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、
瞬
時
に
、
適
確

に
繰
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
、
優
れ
た
仕
組
み
を
備
え
た
《
感
|
応
》
装
置
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
が
、
自
身
の
身
体
を
媒
体
と
し
て
行

〔*]

い
な
が
ら
も
、
人
の
知
恵
や
思
議
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
、
ま
さ
に
、

「霊
」
、
不
可
思
議
な
る
働
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
応
答

が
、
変
化
し
て
己
む
こ
と
の
な
い
対
象
や
場
に
対
し
て
も
、
常
に
、
そ
の
状
況
に
フ
ッ
ト
し
て
、
絶
妙
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
妙
」
と
呼
ば

れ
、
ま
た
、
問
髪
を
容
れ
ぬ
、
素
早
く
、
し
か
も
、
な
め
ら
か
な
応
答
を
す
る
こ
と
か
ら
「
神
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
本
来
、
そ
れ
は
、

肉
体
的
存
在
で
あ
る
人
聞
の
欲
望
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
無
擬
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
虚
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
応
答
が
明
敏
に

し
て
判
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
明
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「霊」

「
妙
」
「
神
」
「
虚
」
「
明
」
な
る
も
の
が
、
心
本
来
の
す
が
た
で
あ
り
、
良

知
の
力
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
良
知
の
、
持
ち
前
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
、
「
良
知
を
致
す
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

*
実
際
、
我
々
の
、
日
々
の
生
の
営
み
は
、
そ
の
大
半
が
、
無
意
識
に
、
し
か
も
、
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
蔵
の
動
き
、
筋
肉
の

緊
張
と
弛
緩
、
大
半
の
思
考
の
動
き
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
例
え
ば
、
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
時
な
ど
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、

体

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

五
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ど
れ
だ
け
無
意
識
に
、
し
か
も
、
適
切
適
確
に
、
滞
り
な
く
、
行
わ
れ
て
い
る
行
動
の
多
い
こ
と
か
。
我
々
現
代
人
は
、
こ
う
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
あ
ま
り
驚
く
こ
と
な
く
、
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
凄
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
を
、
凄
い
と
考
え
て
、
宋
明
の
思
想
家
た
ち
は
、
こ
の
心
の
働
き
を
「
神
」
「
骨誕
」
「
妙
」

と
い
う
言
葉
で
言
い
表
し
た
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
畏
怖
と
敬
意
が
、
人
間
の
心
へ
の
探
究
を
深
め
て
、
人
間
存
在
の
未
知
の
可
能
性
の
探
求
と
、
そ
の
能
力
を
余

す
こ
と
な
く
発
揮
し
よ
う
と
す
る
努
力
へ
と
導
い
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
致
知
」
と
は
、
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
、
人
の
身
心
の
未
知
な
る

潜
在
能
力
を
、
余
す
こ
と
な
く
引
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
人
間
的
努
力
で
あ
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
良
知
の
働
き
は
、
ま
た
、
「
生
機
」
と
も
言
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
生
き
た
か
ら
く
り
、
機
械
仕
掛
け
で
あ
る
。
人
の
心
は
、
そ
の

虚
、
霊
、
明
、
神
、
妙
な
る
働
き
を
、
た
く
ま
ず
し
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
生
き
た
か
ら
く
り
装
置
で
あ
る
。
そ
れ
自
身
に
お
い

て
、
つ
ま
り
、
外
か
ら
の
力
の
助
け
を
い
っ
さ
い
借
り
る
こ
と
な
く
、
自
律
的
に
感
応
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
意
味
で
「
生

き
た
」
か
ら
く
り
、
「
生
機
」
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
所
謂
「
真
機
の
神
応
」
と
は
、
そ
の

「
生
機
」
の
感
応
が
「
神
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

思
慮
按
排
の
介
入
も
許
さ
ず
、
間
髪
を
容
れ
ず
に
、
神
速
に
、
し
か
も
、
臨
機
応
変
、
自
由
無
擬
に
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

一
瞬
の
遅
疑
遼
巡
も
な
く
、

一
切
の
、

を
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「神
感
神
応
」
と
も
言
わ
れ
、
ま
た
、
「
正
感
正
応
」
(
「
穎
賓
室
百
院
命
日
紀
」
「
大
同
晶
子
首
章
解
義
」
「
答
呉
悟
薪
」
な
ど
)

【
占
X
T
〕

と
も
言
わ
れ
る
が
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
感
応
が
、
内
な
る
「
天
則
」

に
順
っ
た
、
本
心
の
真
っ
直
ぐ
な
展
開
と
し
て
、
輝
か
し
い
効
果
を

生
み
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

申
王
畿
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
直
心
以
動
」
と

い
う
表
現
を
よ
く
使
っ
て
い
る
。

例
え
ば、

「直
心
以
動
、
自
見
天
則
、
徳
性
之
知
也
。」



(
「
意
識
解
」

「王
畿
集
』
巻
入

一
九
二
頁
)
、
「
吾
世
丈
深
信
先
師
良
知
之
向
学
、

一
切
腹
感
、
能
直
心
以
動
、
不
作
安
排
否
。」
(
「
奥
陶
念
粛
」

向
上
巻
九

二
二
四
頁
)
「
一
念
盛
明
、
常
感
常
寂
、
即
是
成
己
。
以
此
向
日
人
、
教
事
相
長
、
即
日
定
成
物
。
此
是
直
心
以
動
、
性
飽
自
然
作
用
、

所
謂
既
以
奥
人
己
愈
有
。」
(
「
奥
段
秋
漠
」
向
上
巻
十

三
O
八
頁
)
と
言
わ
れ
る
。

王
畿
の
良
知
心
学
は
、
人
為
や
按
排
を
極
力
退
け
て
、
「
自
然
」
で
あ
る
こ
と
を
尊
ん
だ
。
「
君
子
の
学
は
、
自
然
を
貴
ぶ
」
(
「
心
泉

説」

『王
畿
集
』
巻
十
七

五
O
四
頁
)
と
言
う
。
人
智
の
賢
し
ら
に
起
因
す
る
私
意
按
排
を
こ
と
ご
と
く
退
け
よ
う
と
し
た
。
「
暗
慾
」

に
溺
れ
、
「
意
見
」
に
執
着
し
、
「
固
必
の
私
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
極
力
避
け
よ
う
と
し
た
。
人
欲
を
少
な
く
し
、
少
な
く
し
て
い

エ
ゴ

ゼ
ロ

っ
た
、
そ
の
先
の
、
主
体
の
私
意
按
排
、
人
智
の
賢
し
ら
、
自
我
の
主
張
が
、
無
に
な
っ
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
が
、
人

聞
の
「
生
」
の
「
易
簡
直
裁
な
る
根
源
」
を
成
し
て
い
る
「
生
機
」
の
、
自
ず
か
ら
な
る
「
変
動
周
流
」
に
し
て
己
む
こ
と
の
な
い
活
動

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
も
は
や
一
切
の
思
慮
按
排
、
計
画
打
算
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
そ
う
し
た
状
態
(
「
無
恩
無
慮
」
)
こ
そ
が
、

[*〕

「
自
然
」
な
る
姿
だ
と
見
な
し
た
。

申
例
え
ば
、
次
の
発
言
を
参
照
。
「
夫
何
回
仙
何
慮
、
非
不
思
不
慮
也
。
所
思
所
慮
、
一
出
於
自
然
、
而
未
嘗
有
別
思
別
慮
、
我
何
容
心
鷲
。
磐
之

日
月
之
明
、
自
然
往
来
而
高
物
畢
照
、
日
月
何
容
心
鷲
。」
(
「
答
南
明
正
子
問
」

『王
畿
集
』
巻一一一

六
六
頁
)

「
撫
州
擬
唄
蓋
曾
語
」
に
、

『陸
象
山
語
録
』
所
載
の
、
象
山
精
舎
の
日
常
の
、

一
見
す
る
と
何
気
な
い
、

一
一
闘
の
記
録
が
引
か
れ
て

い
る
。

王
畿
の
「

一
念
」
の
思
想

五
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一
人
の
学
友
が
先
生
の
傍
ら
に
座
っ
て
い
た
。
陸
象
山
が
、
急
に
起
ち
上
が
る
と
、
[
そ
の
学
友
も
]
や
は
り
起
ち
上
が
っ
た
。
象

山
が
言
っ
た
、
「
果
た
し
て
按
排
を
用
い
た
か
」
、
と
。

一
友
侍
坐
。
象
山
塞
起
、
亦
起
。
象
山
日
、
「
還
用
安
排
否
。
」
(
「
撫
州
擬
唄
蓋
曾
語
」
『
王
畿
集
」
巻
一

二
五
頁

*
な
お
、

実
際
の

『
陸
象
山
語
録
』
巻
下
・

三
三
四
条
で
は
、

「
某
方
侍
坐
。
先
生
逮
起
、
某
亦
起
。
先
生
日
、
還
用
安
排
否
。」

と
な

っ

て
い
る
。)

」
の
記
録
を
承
け
て
、
王
畿
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
、

ほ
か
で
も
な
い
、
良
知
の
、

あ
る
が
ま
ま

い
っ
さ
い
思
慮
や
作
為
を
用
い
る
こ
と
の
な
い
、
自
然
の
神
速
な
る
感
応
で
あ
る
。
学
ぶ

者
は
、
こ
う
し
た
場
面
に
お
い
て
[
良
知
を
]
黙
識
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
聖
に
入
る
血
脈
路
な
の
で
あ
る
。

此
即
是
良
知
無
思
無
為
、
自
然
之
神
膳
。
皐
者
子
此
識
取
、
便
是
入
聖
血
脈
路
。
(
「
撫
州
擬
唄
蓋
命
日
記
聞
」
『
王
畿
集
』
巻
一

五
頁
)

人
は
、
本
来
、
こ
う
し
た
咽
嵯
の
場
面
に
お
い
て
も
、
知
ら
ず
識
ら
ず
、
無
意
識
裏
に
、
状
況
に
相
応
し
い
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
「
良
知
」
の
「
霊
明
」
な
る
働
き
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
王
畿
は
、
「
一
友
」
と
し
て
い
る

が
、
一
元
の

『
陸
象
山
語
録
』

で
は
、
「
某
」
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
記
録
者
で
あ
る
、
門
人
の
倉
阜
民
で
あ
る
。
魯
阜
民
は
、
師
が

起
ち
上
が
っ
た
の
を
見
て
、
自
分
も
立
た
な
く
て
は
い
け
な
い
、
立
つ
、
べ
き
だ
と
い
う
意
を
起
こ
し
て
、
す
な
わ
ち
、
「
按
排
を
用
い
た
」

結
果
と
し
て
、
そ
う
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
師
へ
の
敬
意
の
念
が
、
自
然
と
、
彼
を
起
ち
上
が
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
働
い
て
い
る



の
は
、
ほ
か
で
ら
な
い
、
「
私
の
な
か
か
ら
や
っ
て
き
て
、
私
の
う
え
へ
と
襲
っ
て
来
、
私
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
る
」
(
ハ
イ
デ
ガ
l
)
良

知
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
実
践
主
体
で
あ
る
私
は
意
識
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
思
慮
の
入
り
込
む
余
地
も
な
い
。
こ
の
虚
霊
、
虚
明
な

る
「
心
」
の
本
体
と
し
て
の
「
良
知
」
が
繰
り
出
す
一
瞬
の
素
早
く
(
「
神
」
)
、
「
礼
」
に
か
な
っ
た
適
切
(
「
正
」
)
な
る
応
答
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
、
王
畿
は
、
「
真
機
の
神
応
」
と
呼
び
、
或
い
は
又
、
「
神
感
神
応
」
と
呼
ぴ
、
「
正
感
正
応
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
「
一
友
」
を

起
ち
上
が
ら
せ
た
の
は
、
こ
う
し
た
自
/
他、

主
/
客
、

内
/
外
、
そ
し
て
、
知
/
行
の
区
別
の
な
い
、
ま
た
、
そ
う
し
た
分
別
の
必
要

の
な
い
、
良
知
の
、
自
然
に
し
て
、
純
一
無
二
な
る
現
出
で
あ
り
、
そ
れ
を
、
王
畿
は
、
「
一
念
」
、
も
し
く
は
、
「
一
念
霊
明
」
「
一
念
独

知
」
の
現
出
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
知
」
は
自
ず
と
「
行
」

へ
と
主
体
を
駆
り
立
て
る
。
む
し
ろ
、
そ
こ
に
お
い
て
、

「
知
」
と
「
行
」
と
は
分
け
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
知
行
合
乙
で
あ
る
。
こ
の
「
一
念
」
の
現
出
す
る
、
即
今
当
下
の
現
在
こ
そ
が
、

無
条
件
な
る
全
体
が
凝
縮
具
現
し
て
、
そ
の
全
体
が
含
蓄
的
に
自
ら
を
露
呈
さ
せ
る
瞬
間
で
あ
り
、
存
在
の
根
拠
と
し
て
の
「
良
知
」
が

自
ら
を
開
披
す
る
刻
で
あ
る
。

た
だ
瞬
間
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
決
し
て
、
物
理
学
的
な
均
質
連
続
の
直
線
時
間
上
に
設
定
で
き
る
任
意
可
能
な
一
点
と
し
て
の

「
今
」
で
は
な
い
。
均
質
な
時
間
線
上
に
あ
る
座
標
軸
の
一
点
と
し
て
の
、
掛
け
替
え
の
あ
る
、
取
り
替
え
可
能
な
、
時
系
列
(
物
理
的
時

間
)
の
一
時
刻
と
し
て
の

〈
現
在
〉
で
は
決
し
て
な
い

(『「
即
今
自
立
」
の
哲
学
』

一
四
二
頁
)
。
掛
け
替
え
の
な
い
「
今
」
と
い
う
特
異
点

で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
掛
け
替
え
の
な
い
、
「
ム
乙
と
い
う
、
こ
の
瞬
間
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
、
哲
学
者
の
井
上
忠
氏
は
、
次
の
よ
う
に
ニ=守つ。

わ
れ
わ
れ
の
生
き
て
い
る
今
は
、
〈
こ
こ
ろ
〉
に
浮
か
ぶ
可
能
性
と
し
て
の
、

い
な
実
際
に
は
い
か
な
る
可
能
予
測
も
裏
切
り
え
る

(
一
寸
先
は
闇
)
未
来
が
、
も
は
や
い
か
に
し
て
も
訂
正
変
更
で
き
な
い
決
定
さ
れ
た
事
実
と
し
て
の
過
去
へ
一
転
す
る
ブ
ラ
ッ
ク

王
畿
の
「
一

念
」
の
思
想

五
五
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ボ
ッ
ク
ス
た
る
現
在
な
の
で
あ
る
。
/
そ
し
て
、
い
ま
こ
そ
は
、
無
条
件
な
全
体
が
凝
縮
具
現
し
て
〈
わ
た
し
〉
に
出
会
う
現
場
で

あ
る
。
根
拠
に
出
会
え
る
場
所
は
そ
こ
に
し
か
な
い
。
(
井
上
忠

『モ
イ
ラ
言
語
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
八

一
二
九
頁
)

無
限
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
同
時
に
、

い
か
な
る
人
知
に
よ
る
可
能
予
測
も
裏
切
る
こ
と
も
あ
る
「
一
寸
先
は
閤
」
で
あ
る
、

不
可
識
の
《
未
来
》
が
、
も
は
や
、
訂
正
変
更
で
き
な
い
、
決
定
さ
れ
た
事
実
と
し
て
の
《
過
去
》
へ
と
転
換
す
る
、
決
定
的
な
瞬
間
。

〔*〕

そ
の
決
定
的
な
転
換
点
と
し
て
の
《
今
|
現
在
》
。
言
う
な
れ
ば
、
「
無
善
無
悪
な
る
心
の
本
体
」
が、

「有
善
有
悪
な
る
意
の
動
」
へ
と

転
落
す
る
転
換
点
。
そ
れ
が
、

「当
下
」
で
あ
り
、

「即
今
」
で
あ
り
、「
現
在
」
で
あ
る
。
「
一
寸
先
は
閤
」
で
あ
る
危
険
性
を
苧
み
つ
つ

現
出
す
る
、
そ
の
先
端
部
分
。
そ
れ
は
、
常
に
、

「悪
」
に
至
る
危
険
性
を
内
に
苧
み
な
が
ら
、
更
に
は
、
事
に
よ
っ
て
は
命
が
け
の
跳

躍
と
も
な
り
か
ね
な
い
、
こ
の
一
瞬
に
、
全
て
を
賭
け
て
、
決
断
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
実
践
主

体
の
、
緊
張
感
に
満
ち
た
、
や
り
直
し
の
許
さ
れ
な
い
、
掛
け
替
え
の
な
い
、
「
今
」
で
あ
る
。
こ
の
一
瞬
に
、
全
存
在
を
賭
し
て
、
決

し
て
自
ら
を
欺
く
こ
と
な
く
、
ま
た
、
天
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
利
益
の
為
で
は
な
く
、
「
天
下
を
以
て
己
が
任
と
為
す
」
(
「
書

同
心
冊
巻
」
「
華
陽
明
倫
堂
舎
語
」
「
原
寄
贈
存
融
制
徐
公
」
な
と
)
使
命
感
に
基
づ
い
て
、
誠
実
な
生
を
生
き
抜
こ
う
と
す
る
、
並
々
な
ら
ぬ
強

い
意
志
と
責
任
感
の
裏
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
「
豪
傑
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
一
念
」
の
思
想
と
は
、
万
死
に
一
生
を
く
ぐ
り

抜
け
て
き
た
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
王
守
仁
の
、
「
万
物
一
体
の
仁
」
に
基
づ
く
良
知
心
学
を
、
真
っ
直
ぐ
に
引
き
受
け
、
受
け
継
ぐ
思

想
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
更
に
、
遡
れ
ば
、
陸
九
淵
の
「
即
今
当
下
」
の
思
想
に
ま
で
行
き
着
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

既
に
述
べ
た
(
『「
即
今
自
立
」
の
哲
学
』

一
四
二
頁
以
降
。
あ
る
い
は
、
「
良
知
心
学
の
血
脈
|
|
陸
九
淵
・
王
陽
明
・
王
龍
渓
|

|
」
『陽
明
学
』

第
十
五
号

二
O
O
五
を
参
照
)
。



*
こ
こ
に
所
謂

へ過
去

γ
へ今
|
現
在
》
・
《
未
来
》
は
、
王
畿
の
言
葉
を
使
え
ば
、
「
己
然
」

・
「
将
然
」
・
「
未
然
」
に
相
当
し
、
更
に
、
そ
の
心

的
事
象
を
表
す
概
念
に
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
事
」
・
「
念
」

・
「
心
」
に
相
当
す
る
。
な
ぜ
、
功
夫
の
場
が
「
一
念
の
微
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題
と
併
せ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
で
、
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
資
料
だ
け

を
提
示
し
て
お
く
。
「
，

e

懲
窒
之
功
有
難
易
、
有
在
事
上
用
功
者
、
有
在
念
上
用
功
者
、
有
在
心
上
用
功
者
。
事
上
田
疋
遁
於
己
然
、
念
上
是

制
於
終
然
、
心
上
是
防
於
未
然
。
懲
心
念
、
懲
心
欲
、
方
是
本
原
易
簡
工
夫
。
在
意
興
事
上
遇
制
、
雌
極
力
掃
除
、
終
無
廓
清
之
期
。」(「阿国

都
合
紀
」

『
王
畿
集
』
巻
四

九
七
頁
)
、
「
古
人
之
内
学
、
惟
在
理
舎
性
情
。
性
情
者
、
心
之
館
用
、
寂
感
之
則
也
。
然
欲
理
曾
性
情
、
非
可
以

力
制
於
中
、
而
矯
飾
於
外
。
其
要
存
乎
一
念
之
徴
。
人
心
本
自
中
和
、

一
念
者
寂
感
之
機
也
。
致
謹
於
一
念
之
微
、
則
自
無
所
偏
街
、
無
所

議
一
戻
、
中
和
由
此
而
出
。
中
則
性
定
、
和
則
情
順
。
大
本
立
而
達
道
行
、
後
育
寓
物
、
峻
極
於
天
、
以
収
位
育
之
全
功
、
聖
皐
之
的
也
。」

「
堂
百
顧
海
陽
巻
」
向
上
巻
十
六

四
七
六
頁
)

そ
う
し
た
時
間
の
も
つ
切
迫
性
は
、
先
の
井
上
忠
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
《
い
ま
》
こ
そ
が
「
根
拠
に
出
会
え
る
」
唯
一
の
場

所
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
唯
一
の
功
夫
の
場
と
し
て
生
き
る
「
学
ぶ
者
」
ー
ー
ーす
な
わ
ち
、
主
体
的
に
、
「
人
と
倣
る
」
こ
と
を
選
び
取
っ

た
人
間
ー

ー
に
と
っ
て
は
、
己
の
全
存
在
を
賭
け
た
戦
い
の
場
と
し
て
、
命
懸
け
の
緊
張
感
を
迫
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
ま
た
、
陸
九
淵
の
「
這
裡
是
万
鋸
鼎
鐘
的
皐
問
」
(
『陸
象
山
語
録
』
巻
下

・
一
五
九
条
。
こ
の
条
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
「
即
今
自

立
」
の
哲
学
』
の
三
四
三
頁
を
参
照
)
と
い
う
言
葉
を
受
け
て
、
王
畿
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

必
ず
生
命
を
投
げ
捨
て
て
、
こ
れ

っ
ぽ
ち
も
安
住
で
き
る
場
所
(
逃
げ
場
)
を
無
く
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
、
「
万
鋸
鼎
鐘
」
の

[
ム
叩

が
け
の
]
工
夫
で
あ
る
。

王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

五
七
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須
捨
得
性
命
、
無
些
子
可
湊
泊
慮
、
方
是
万
鋸
鼎
鐘
工
夫
。
(
「
撫
州
擬
唄
蓋
曾
語
」
『
王
畿
集
』
巻
一

二
五
頁
)

集
』
巻
四

こ
の
「
一
念
」
の
思
想
が
苧
む
切
迫
感
・
緊
迫
感
は
、
更
に
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
「
造
化
闇
畔
の
玄
機
」
(
「
答
楚
伺
歌
子
問
」

「王
畿

一
O
O
頁
)
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
紙
幅
を
越
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
稿
を
改
め
て
論

じ
て
い
き
た
い
。

(
続
く
)

*
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
(
C
)
「王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
成
果
の

部
で
あ
る
。


